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人口と開発〃目次学園祭の二人

杉本雄三・画く元・関西電力病院長）
扉・スケッチ

露

巻
頭
言
／
日
本
の
少
子
高
齢
化
と
人
ロ
教
育

ｏ
水
・
疾
病
・
環
境

ｏ
人
口
動
向
の
変
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化

ｏ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

○
女
性
へ
の
暴
力
排
除
・
国
会
議
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

○
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
「
家
庭
内
暴
力
法
」
を
制
定

○
韓
国
の
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
が
来
日
、

友
好
・
親
善
を
深
め
る

○
「
世
界
人
ロ
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人
類
の
挑
戦
ｌ
「
残
さ
れ
た
卯
年
」
を
ど
う
生
き
る
か

○
環
境
に
配
慮
し
た
し
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ

○
国
際
人
口
問
題
懇
談
会
・
役
員
会
を
開
催

増
え
る
大
卒
Ｕ
タ
ー
ン
志
向
／
結
婚
・
出

産
増
加
、
離
婚
も
／
中
国
、
干
ば
つ
深
刻
／

闘
歳
以
上
が
咀
歳
未
満
上
回
る
／
露
の
総

人
口
釦
％
が
貧
困
／
独
・
移
民
毎
年
５
万

人
受
入
／
私
大
の
三
割
定
員
割
れ
／
生
涯

医
療
費
・
’
’
千
三
百
万
円
／
出
稼
ぎ
ｎ
年

で
田
倍
に
／
人
口
の
ピ
ー
ク
、
二
○
七
○

年
／
日
本
の
半
分
、
六
○
歳
？
／
平
均
寿

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

命
、
再
び
延
び
最
高
／
最
長
寿
国
ニ
ッ
ポ

ン
／
マ
ニ
ラ
、
人
口
過
密
進
む
／
人
口
、

な
お
都
市
集
中
／
国
民
増
め
ざ
し
一
夫
多

妻
を
／
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
人
口
超
日

本
／
中
国
、
都
市
移
住
を
容
認
へ
／
不
況

日
本
労
働
時
間
六
位
／
百
歳
以
上
一
万
五

千
人
突
破
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
他

嵯
峨
座
晴
夫

清
水
英
佑

高
橋
重
郷

岡
埜
能
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今
日
の
若
者
は
、
少
子
高
齢
化
に
つ
い

て
ど
ん
な
意
識
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
’
九
八
○
年
代
以
降
に
生
を
受
け
た

若
い
世
代
は
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
主
役

で
あ
る
。
そ
の
主
役
た
ち
に
、
二
十
一
世

紀
の
少
子
高
齢
社
会
の
展
望
と
生
き
方
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
課

題
は
こ
の
一
点
に
尽
き
る
。
し
ょ
せ
ん
は
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
若
い
世
代
の
選

択
に
頼
る
し
か
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
若
い
世

代
に
少
子
化
や
高
齢
化
の
実
態
と
そ
の
原

因
、
さ
ら
に
は
一
一
十
一
世
紀
の
日
本
人
口

の
変
動
の
姿
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
と

判
断
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
し
か

な
い
。
そ
れ
が
人
口
教
育
で
あ
る
。

巻
・
・
頭
■
言

出
生
率
が
過
去
最
低
に
な
り
、
二
・
五
七

シ
ョ
ッ
ク
」
が
流
行
語
と
な
っ
た
年
で
あ

る
。
そ
の
後
、
出
産
率
の
低
下
は
予
想
を

超
え
て
進
み
、
九
○
年
代
に
入
る
と
、
少

平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
生
ま
れ
の
人
口
は
千
四
百
万
人
を
超

え
、
総
人
口
の
＋
｜
％
を
構
成
す
る
ま
で

に
増
え
た
。
平
成
元
（
’
九
八
九
）
年
は
、

目の少子高齢化

と人口教育

錨 ﾆｰﾎ11笥旺

:1讓譲
鑓魁

子
化
が
広
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
少
子
化
は
、
す
で
に
七
○
年
代
の

後
半
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
今
日
の
二
十
歳
未
満
の
若
者

は
少
子
化
時
代
の
申
し
子
で
あ
る
。
そ
の

数
は
、
二
○
○
○
年
現
在
二
千
六
百
万
人
、

総
人
口
の
二
十
一
％
に
も
達
し
て
い
る
。

平
成
十
一
年
に
総
務
庁
が
実
施
し
た
「
児

童
・
生
徒
の
高
齢
化
問
題
に
関
す
る
意
識

調
査
」
に
よ
る
と
、
小
・
中
・
高
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
や
世

代
間
関
係
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
者
が
多
い
。
こ
れ
は
、
学
校
に
お

け
る
実
践
教
育
や
交
流
活
動
の
成
果
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
人
口
教
育
が
明
示
的
に
は

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
少
子
化
や

高
齢
化
を
考
え
る
に
は
、
福
祉
教
育
や
環

境
教
育
と
と
も
に
人
口
に
関
す
る
体
系
的

な
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口

の
将
来
予
測
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
未

来
へ
の
予
見
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

未
来
へ
の
展
望
を
も
つ
こ
と
こ
そ
が
、
少

子
化
対
策
の
絶
対
条
件
で
あ
る
。

勵繩船！；１－
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緯

１．はじめに

我
が
国
で
は
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
企
業
の
生
産
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
と

も
に
、
国
民
の
経
済
状
況
も
右
上
が
り
に
な
り
始
め
た
。
日
本
各
地
に
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
が
出
現
し
、
石
油
化
学
工
業
や
製
鉄
工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の

活
発
な
生
産
活
動
が
始
ま
っ
た
。
工
場
で
の
水
の
使
用
量
が
増
大
す
る
と
共
に

排
水
量
も
並
行
し
て
増
加
し
た
。
し
か
し
排
水
処
理
設
備
が
並
行
し
て
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
河
川
は
排
水
で
着
色
し
、
泡
立
ち
、
悪
臭
が
漂
い
、
魚
も

住
め
な
い
死
ん
だ
川
と
な
っ
た
。
当
然
、
河
口
か
ら
流
れ
出
す
水
に
よ
り
海
の

汚
染
も
進
ん
だ
。
熊
本
県
や
新
潟
県
で
起
こ
っ
た
水
俣
病
や
富
山
県
の
イ
タ
ィ

イ
タ
イ
病
は
水
の
汚
染
に
よ
る
代
表
的
な
疾
病
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
水
の
汚
染
だ
け
で
な
く
大
気
の
汚
染
も
同
時
に
進
行
し
、
喘
息
や
呼
吸

器
障
害
を
持
つ
患
者
が
増
加
し
た
．
い
わ
ゆ
る
公
害
の
発
生
と
進
展
で
あ
っ
た
。

公
害
対
策
基
本
法
が
成
立
し
た
一
九
六
七
年
を
境
に
、
水
環
境
は
徐
々
に
で

は
あ
る
が
、
工
場
か
ら
の
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
、
無
処
理
で
川
に
排
水
さ
れ

●

の
。
く
一
『
○
コ
「
一
ｕ
－
の
ゴ
ー

東京慈恵会医科大学

環境保健医学講座

主任教授

清水英佑

４



水・疾病・環境

●清水英佑くしみず･ひですけ〉
1941年宮城県生まれ医学博士

<現職>東京慈恵会医科大学環境保健医学
講座主任教授

〈最終学歴)東京慈恵会医科大学医学部医
学科卒業

く職歴>東京慈恵会医科大学公衆衛生学教
室助手

米国ネブラスカ州立大学付属癌研
究所研究員

東京慈恵会医科大学公衆衛生学教
室教授

く主な著轡〉「衛生学公衆衛生学｣1988年医

学番院「産業保健マニュアル｣2001
年南山堂

｜
般
的
に
は
環
境
ホ
ル
モ

ン
の
方
が
な
じ
み
の
あ
る
名

称
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
・

フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る
ア
ポ
プ

カ
湖
に
生
息
す
る
ア
リ
ゲ
ー

タ
の
数
が
、
他
の
湖
の
そ
れ

と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
図
１
）
。

て
い
た
水
質
は
基
準
値
を
ク
リ
ア
ー
で
き
る
ま
で
処
理
し
た
水
質
で
な
け
れ
ば

工
場
外
に
排
出
で
き
な
く
な
っ
た
。
約
一
一
一
十
五
年
を
経
た
今
日
、
か
っ
て
の
様

な
水
質
汚
濁
は
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
質
を
変
え
た
形
で

の
水
質
汚
濁
が
進
行
し
て
い
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
な
現
象
と
し
て
、

す
な
わ
ち
地
球
規
模
で
の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
一

九
六
○
年
に
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
園
呂
の
一
。
胃
、
○
二
）
は
「
沈
黙
の
春
（
の
］
」
の
已

印
目
漏
）
」
と
い
う
本
を
世
に
出
し
た
。
化
学
物
質
、
特
に
農
薬
の
汚
染
に
よ
る

環
境
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、
産
業
経
済
が
優
先
さ
れ
、
環
境
の
汚
染
が

進
ん
だ
。
最
近
、
弓
の
。
、
。
」
ウ
・
目
ら
に
よ
る
「
奪
わ
れ
し
未
来
（
○
日
の
こ
の
こ

局
員
貝
の
）
」
や
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
【
呂
Ｃ
四
号
員
ｑ
に
よ
る
「
メ
ス
化
す
る
自
然
（
こ
の

厳
白
目
撰
昌
Ｃ
ご
・
命
二
口
目
の
）
」
に
よ
り
、
再
び
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
問
題
、
ひ
い

て
は
人
の
健
康
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

２
，
内
分
泌
攪
乱
化
学
物
質
の
問
題

調
べ
て
み
る
と
、
オ
ス
の
メ
ス
化
現
象
が
原

因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
形
態

学
的
に
は
オ
ス
の
ペ
ニ
ス
が
短
い
こ
と
が
観

察
さ
れ
た
。
経
時
的
に
遡
っ
て
見
る
と
、
一

九
八
○
年
に
ア
ポ
プ
カ
湖
近
く
の
化
学
物
質

製
造
工
場
か
ら
農
薬
で
あ
る
Ｄ
Ｄ
Ｔ
が
大
量

に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
多
く
の
先
進
国
で
製
造
．

５



使
用
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で

は
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊
の
退
治
の
た
め

に
現
在
で
も
散
布
さ
れ
て
い
る
。
環
境
中
で

分
解
せ
ず
、
生
体
内
に
蓄
積
す
る
物
質
で
、
発

が
ん
性
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

自
然
界
で
の
性
ホ
ル
モ
ン
作
用
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
動
物
の
生
態
系
の
異
常
現
象
は
、
世

界
的
に
も
多
く
の
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
環

境
中
に
排
出
さ
れ
た
化
学
物
質
に
あ
た
か
も

ヒ
ト
の
性
ホ
ル
モ
ン
と
同
様
の
作
用
を
も
た

ら
す
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
内
分
泌
撹
乱
化

学
物
質
（
の
己
。
。
旨
の
烏
【
巨
口
８
と
呼
ば
れ
る
。

０
５
０
５
０
５
０

３
２
２
１
１

（
巨
二
へ
）
熱
葦
厘
ｅ
Ⅱ
Ｄ
鰻
榊

1987年１９８０１９８１１９８２１９８３１９８４１９８５１９8６

図１若齢のアリゲーターの個体数の変化

最
近
日
本
で
も
、
沿
岸
に
生
息
す
る
イ
ポ

ニ
シ
と
い
う
メ
ス
の
貝
の
オ
ス
化
が
観
察
・

報
告
さ
れ
て
い
る
。
メ
ス
に
は
卵
巣
や
卵
管

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
ニ
ス
が
存
在

す
る
。
こ
れ
を
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
有
機
ス
ズ
化
合

物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
物
質
は
、
タ

ン
カ
ー
や
潜
水
艦
な
ど
の
船
底
に
貝
が
付
着

し
な
い
よ
う
、
貝
の
付
着
に
よ
り
、
速
力
が

で
な
い
と
か
燃
料
消
費
量
が
増
え
る
の
を
防

止
す
る
た
め
に
船
底
塗
料
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
処
置
は
や
が
て
有
機
ス
ズ
が

海
水
に
溶
け
だ
し
海
水
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、

結
果
と
し
て
イ
ン
ポ
セ
ッ
ク
ス
が
発
生
し
た

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
有
機
ス
ズ
化
合
物
に

よ
る
生
体
へ
の
障
害
と
し
て
は
中
枢
神
経
系

へ
の
作
用
、
免
疫
系
の
阻
害
作
用
、
ホ
ル
モ

ン
分
泌
抑
制
に
よ
る
糖
尿
病
や
高
脂
血
漿
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
漁

水
道
水
の
水
源
の
約
七
○
％
は
湖
水
、
ダ
ム
、
河
川
水
な
ど
地
表
水
を
用
い
て
い
る
。

Ｓ
、
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

網
へ
の
使
用
は
養
殖
魚
の
汚
染
も
考
え
ら
れ
、

最
終
捕
食
者
で
あ
る
ヒ
ト
へ
の
蓄
積
に
よ
る

健
康
臆
害
が
問
題
と
な
る
。
日
本
で
の
製
造

お
よ
び
使
用
に
関
し
て
は
厳
し
い
規
制
が
あ

り
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
が
、
国
際
的
な

取
り
決
め
を
し
な
い
と
、
地
球
規
模
で
の
汚

染
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

日
常
環
境
中
で
使
用
さ
れ
る
化
学
物
質
の

中
に
は
、
ま
だ
環
境
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
い
物
質
が
多
々
あ
る
と
予
想

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
中
毒
に
対
す
る
考
え

方
と
異
な
り
、
極
め
て
微
量
（
ホ
ル
モ
ン
は

そ
も
そ
も
非
常
に
微
量
で
作
用
す
る
物
で
あ

る
）
で
大
き
な
生
体
影
響
を
も
た
ら
す
た
め

に
、
胎
児
期
に
母
胎
を
介
し
て
、
ま
た
生
後

早
い
時
期
か
ら
こ
の
よ
う
な
作
用
を
持
つ
化

学
物
質
に
曝
露
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
今
後

さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
だ

こ
の
分
野
の
研
究
は
遅
れ
て
い
る
。
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水・疾病・環境

日
本
の
大
都
市
で
の
上
水
道
の
一
人
一
日
平

均
給
水
量
は
四
○
○
リ
ッ
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

飲
料
水
と
し
て
用
い
る
た
め
、
古
く
は
濾
過

法
（
堕
冒
冒
邑
曰
島
・
ロ
）
が
行
わ
れ
た
が
、

一
八
九
一
一
一
年
に
ア
メ
リ
カ
の
帛
弓
菖
房
と
、
ド

イ
ツ
の
］
・
］
・
幻
①
旨
・
汀
が
同
時
に
、
河
川
の
水
を

濾
過
し
て
供
給
す
る
と
消
化
器
伝
染
病
だ
け

で
な
く
一
般
の
死
亡
率
も
減
少
す
る
こ
と
を

認
め
た
。
そ
れ
以
後
、
砂
濾
過
に
よ
る
浄
化

に
よ
り
水
道
が
供
給
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
土
地
の
有
効
利
用
と
大
量
の

水
供
給
の
た
め
、
急
速
濾
過
と
呼
ば
れ
る
薬

品
に
よ
る
沈
殿
後
、
砂
で
濾
過
し
、
最
終
的

に
消
毒
の
た
め
塩
素
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
塩
素
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
カ

ル
キ
臭
や
予
期
せ
ぬ
反
応
生
成
物
が
健
康
上

の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
湖
沼

の
水
は
家
庭
排
水
の
流
入
に
よ
り
、
窒
素
や

リ
ン
の
濃
度
が
上
が
り
富
栄
養
化
が
起
こ
る
。

そ
の
た
め
藻
類
や
放
線
菌
の
代
謝
産
物
で
あ

る
ジ
オ
ス
ミ
ン
や
２
１
メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル
ネ

オ
ー
ル
な
ど
の
異
臭
味
の
原
因
物
質
を
生
ず

る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
雑
排
水
中
の
有
機
物

の
存
在
下
で
水
を
塩
素
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
や
ブ
ロ
モ
ホ
ル
ム
と
い
つ

大
都
市
に
限
ら
ず
大
量
の
水
道
水
を
供
給

す
る
に
あ
た
り
塩
素
消
毒
は
一
般
的
な
方
法

と
し
て
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
水
中
の
有
機
物
質
の
存
在
に
よ
り
ト
リ

ハ
ロ
メ
タ
ン
を
生
ず
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
水
道
の
塩
素
消
毒
で
も

死
な
ず
、
集
団
下
痢
を
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る

病
原
性
原
虫
で
あ
る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ

ム
が
河
川
な
ど
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
一
九
九
三
年
に
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー

州
で
約
四
○
万
人
が
水
道
水
の
汚
染
に
よ
り

集
団
下
痢
が
発
生
し
エ
イ
ズ
患
者
を
中
心
に

た
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
が
発
生
す
る
。
ト
リ
ハ

ロ
メ
ン
タ
ン
に
は
発
が
ん
性
を
持
つ
物
質
も

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ｍ
Ｘ
と
呼
ば
れ
る
変
異
原
物
質
も
生
成
さ
れ

る
。
変
異
原
物
質
と
は
、
遺
伝
子
に
突
然
変

異
を
起
こ
す
物
質
で
、
発
が
ん
性
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
塩
素
処
理
に
よ

る
弊
害
を
除
く
た
め
に
、
オ
ゾ
ン
を
水
に
加

４
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

（
。
『
言
Ｃ
ｇ
。
『
二
三
葛
『
ニ
ョ
）
に
よ
る
汚
染

死
者
が
出
た
。
日
本
で
も
数
年
前
に
埼
玉
県

で
児
童
が
感
染
し
死
亡
し
て
い
る
。
免
疫
機

能
の
落
ち
た
人
が
発
症
す
る
。
こ
の
原
虫
は

家
畜
（
牛
、
馬
、
豚
、
犬
、
猫
等
）
や
野
生

動
物
の
腸
管
に
寄
生
し
、
糞
便
中
に
排
出
さ

れ
た
原
虫
が
水
道
原
水
を
汚
染
し
、
塩
素
消

毒
で
も
死
な
な
い
た
め
に
感
染
す
る
。
、
度

以
上
の
煮
沸
で
原
虫
は
死
ぬ
が
、
特
効
薬
は

な
い
。
こ
の
原
虫
対
策
と
し
て
最
近
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
水
道
水
の
膜
濾
過
法

で
あ
る
。
四
種
類
の
膜
、
す
な
わ
ち
、
逆
浸

透
膜
、
ナ
ノ
濾
過
膜
、
限
外
濾
過
膜
、
精
密

え
て
有
機
物
を
分
解
す
る
方
法
と
、
水
中
の

微
量
の
有
機
物
を
活
性
炭
に
吸
着
さ
せ
る
こ

と
で
水
を
浄
化
さ
せ
る
方
法
が
考
案
さ
れ
た
。

オ
ゾ
ン
と
活
性
炭
処
理
の
両
方
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
生
成
を

極
力
少
な
く
し
、
異
臭
味
を
押
さ
え
よ
う
と

す
る
方
法
は
、
高
度
浄
水
処
理
法
と
呼
ば
れ
、

世
界
各
国
で
使
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
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濾
過
膜
を
通
す
こ
と
で
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
ま
で
除
去
し
、
安
全
な
水
道
水
を
飲
む

家
庭
や
工
場
排
水
な
ど
の
湖
沼
へ
の
流
入

に
よ
り
、
藍
藻
類
が
繁
殖
す
る
現
象
が
世
界

各
地
で
見
ら
れ
て
い
る
二
八
七
八
年
以
来
、

藍
藻
を
含
む
水
を
飲
ん
だ
家
畜
や
野
生
動
物

が
死
亡
す
る
こ
と
か
ら
、
藍
藻
に
は
経
験
的

に
毒
性
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
一

九
九
六
年
一
一
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ラ
ア
ル

で
有
毒
藍
藻
類
の
発
生
し
て
い
た
池
の
水
を

十
分
浄
化
せ
ず
に
腎
臓
透
析
に
使
用
し
た
た

め
、
透
析
患
者
が
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し

た
。
有
毒
成
分
は
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
物
質
は
、
淡
水
産
藍
藻
よ
り

分
泌
さ
れ
、
肝
臓
毒
性
を
持
つ
だ
け
で
な
く

肝
臓
が
ん
を
促
進
す
る
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
上
海
、
北
京

等
南
部
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
北
部
の
ハ

ル
ビ
ン
市
安
寧
県
で
も
湖
沼
の
藍
藻
類
の
繁

殖
で
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
の
濃
度
が
高
く
な
っ

Ｓ
、
藍
藻
類
産
生
の
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン

（
三
・
『
。
。
重
－
コ
）
に
よ
る
汚
染

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
は
世
界
中
で
広

く
普
及
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

て
い
る
。
藍
藻
類
は
気
温
が
高
く
、
日
光
が

十
分
な
程
良
く
繁
殖
す
る
た
め
夏
季
に
は
相

当
の
濃
度
に
ま
で
な
る
。
中
国
で
は
飲
料
水

井
戸
水
の
無
機
ヒ
素
に
よ
る
汚
染
が
ア
ジ

ア
で
は
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、

タ
イ
、
中
南
米
で
は
メ
キ
シ
コ
チ
リ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
等
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
地
殻
に
含
有
さ
れ
る
無
機
ヒ
素
が
地
下

水
を
汚
染
し
、
そ
れ
を
井
戸
水
と
し
て
飲
料

水
に
利
用
し
て
い
る
た
め
で
、
高
濃
度
の
無

機
ヒ
素
曝
露
者
は
約
一
三
○
○
万
人
と
推
測

さ
れ
る
。
山
内
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
慢
性

ヒ
素
中
毒
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
新
ウ
イ

の
塩
素
消
毒
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
多
く
、
湖
沼
か
ら
直
接
水
を
く
み
取
り

飲
料
水
と
し
て
用
い
て
い
る
。
ハ
ル
ビ
ン
市

の
疫
学
調
査
で
は
、
肝
臓
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
が
高
い
と
い
わ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン

の
摂
取
と
の
因
果
関
係
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
は
塩
素
消
毒
を
す
る

こ
と
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
た
め
、
水
道
の
普

及
と
塩
素
消
毒
で
予
防
可
能
で
あ
る
。

グ
ル
自
治
区
、
山
西
省
、
貴
州
省
等
で
数
万

名
の
患
者
が
発
生
し
て
い
る
。
中
毒
の
発
生

は
文
化
大
革
命
以
後
の
一
九
七
八
年
か
ら
一

九
八
○
年
頃
よ
り
各
家
庭
で
地
下
一
○
～
一

五
ｍ
の
井
戸
を
掘
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
中
毒
の
原

因
と
な
る
無
機
ヒ
素
は
、
万
里
の
長
城
が
点

在
す
る
（
太
古
の
時
代
は
火
山
で
あ
っ
た
）

山
脈
の
地
下
岩
盤
に
存
在
す
る
鉱
石
に
多
量

に
含
有
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
流
れ
る
地
下
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０
５

２
１

」
①
Ｑ
Ｅ
．
こ

水
が
内
モ
ン
ゴ
ル
や
山
西
省
の
平
原
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
水
脈
に
井
戸
を
掘
り
飲
料
水

と
し
て
用
い
た
た
め
慢
性
ヒ
素
中
毒
が
発
生

し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

中
毒
症
状
は
皮
膚
の
色
素
脱
失
と
色
素
沈

着
が
初
期
に
認
め
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
こ
と

は
腹
部
の
色
素
脱
失
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
手
の
ひ
ら
と
足
の
裏
の
角
化
症
の
症

状
が
ヒ
素
の
摂
取
量
に
比
例
し
て
重
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
三
○
年
以
上
曝
露
し
た
人
達

０
５

０
１

の
ｌ
Ｑ
Ｅ
⑩
の

０ ２４６

arsenicinhair（l｣ｇ／ｇ）

８ ０

に
は
皮
膚
が
ん

が
発
症
し
て
い

締
る
。
頭
髪
中
の

函
ヒ
素
濃
度
を
測

認
定
す
る
と
、
日

織
本
人
の
健
常
者

鉾
で
は
頭
髪
一
ｇ

癩
中
○
・
五
〃
ｇ

洲
に
対
し
て
一
一
・

鉢
’
四
（
最
高
は

鼬
九
・
九
一
一
）
と

村
い
う
値
で
あ
っ

唾
た
（
図
２
）
。

一
方
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の

イ
ン
ド
国
境
に
近
い
ド
ゥ
ル
バ
ダ
ン
ガ
村
で

も
中
国
同
様
の
無
機
ヒ
素
中
毒
が
発
生
し
て

い
る
。
こ
こ
は
、
’
九
七
一
年
の
独
立
以
降
、

赤
痢
防
止
の
た
め
国
際
機
関
の
援
助
に
よ
り

深
さ
三
○
ｍ
前
後
の
井
戸
が
普
及
し
た
。
全

土
に
四
○
○
万
本
の
井
戸
が
掘
ら
れ
た
が
そ

の
多
く
の
井
戸
が
ヒ
素
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
飲
料
水
と
し
て
の
使
用
を
放
置
す

る
こ
と
で
多
数
の
皮
層
が
ん
の
発
生
が
危
倶

さ
れ
る
。

日
常
生
活
に
密
接
な
水

の
汚
染
は
、
過
去
に
も
多

数
あ
っ
た
が
、
工
業
化
さ

れ
た
近
代
に
あ
っ
て
、
化

学
物
質
の
用
途
が
変
わ
り

過
去
に
見
ら
れ
な
か
っ
た

健
康
影
響
が
危
倶
さ
れ
る

も
の
、
古
典
的
な
が
ら
生

活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た

た
め
に
出
現
し
た
も
の
、

行
政
の
遅
れ
に
よ
る
も
の

な
ど
多
様
化
が
見
ら
れ
る
。

予
防
可
能
な
も
の
も
あ
り
、
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９
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８
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９
９
３
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光
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９
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９
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》
ソ
ー
｜
フ
ー
シ
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ー
ア
ム
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究
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）
叩
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市
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水
環
境
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ク
ス
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９
９
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健
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被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
早
急
な

対
策
が
望
ま
れ
る
。
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･

．

霞

「
は
じ
め
に

長
寿
化
と
少
子
化
と
い

う
人
口
動
態
の
大
規
模
な

変
化
は
、
結
婚
し
家
族
を

形
成
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
過
程
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
小
論
で

は
、
と
く
に
一
九
五
○
年

代
以
降
の
人
口
動
態
上
の

変
化
を
概
観
し
、
二
十
一

世
紀
に
お
け
る
人
口
学
的

な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
像
を

展
望
す
る
。

二
、
人
口
学
的

状
況
の
変
化

Ⅲ
寿
命
の
改
善

一
九
五
○
年
代
以
降
の

人
口
動
態
上
の
一
大
変
化

は
、
寿
命
の
伸
長
で
あ
る

（
図
１
）
．
平
均
寿
命
は
、

一
九
五
○
年
当
時
男
女
と

も
お
お
よ
そ
六
十
歳
代

前
半
で
あ
っ
た
が
、
二

○
○
○
年
の
簡
易
生
命

表
に
よ
れ
ば
、
男
子
が
移

七
十
七
・
六
四
年
、
女
雛

子
が
八
十
四
・
六
二
と
年
の

男
子
で
約
十
八
年
、
女
ｊ
男

子
で
二
十
二
年
の
伸
び
一

を
記
録
し
た
。
そ
し
て
、
位

こ
の
寿
命
の
伸
長
に
は
拳

二
つ
の
大
き
な
特
徴
を
甥

持
っ
て
い
る
。

命寿

第
一
に
、
男
女
間
の
鞠

寿
命
の
差
が
、
大
き
く
の

拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
雛

一
九
五
○
年
当
時
男
女
１

Ｊ
｜
ｒ
丁
』
・
一
二
に
’
二
Ｊ
一
二
図

の
寿
命
差
は
三
・
四
年
旧
０
０

５
０

８
８

レ
ト
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
六
三
年
に
は
そ
の

差
が
五
・
一
年
に
拡
大

し
、
’
九
九
一
年
に
は
六
年
と
な
っ
た
。
そ

し
て
二
○
○
○
年
の
生
命
表
で
は
約
七
年
と

男
女
の
寿
命
差
が
最
大
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
中
高
年
期
の
生
存
率
の
改
善
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
五
十
歳
か
ら
七
十
五
歳

7.5

7.0

6.5

6.075.0へ
の
生
存
確
率
は
、
一
九
五
○
年
の
簡
易
生

命
表
に
よ
れ
ば
、
男
子
で
三
六
・
七
％
、
女

子
で
四
九
・
○
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一

九
七
五
年
の
完
全
生
命
表
に
よ
れ
ば
、
男
子

で
五
五
・
八
％
、
女
子
で
七
一
・
四
％
に
改

男
女
差

５
０

５
５

寿
命 70.0

４．５65.0

4.0

60.0
3.5

3.05５．０

１９５０１９５５１９６０１９６５１９７０１９７５１９８０１９８５１１１０１９９５２０００

年次

資料：厚生労働省『簡易生命表』および『生命表と
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人口勤行の変化とライフサイクルの変化

蕊Y二

iir篝i》 ②
結
婚
の
変
動

二
十
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
は
、
結
婚
変

動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
男
女
の
家
族
形
成
の

出
発
点
で
あ
る
結
婚
は
、
高
度
経
済
成
長
期

の
終
わ
り
ま
で
は
比
較
的
安
定
的
で
あ
っ
た
。

善
し
、
二
○
○
○
年
簡
易
生
命
表
で
は
、
男

子
六
九
・
九
％
、
女
子
八
五
・
九
％
と
な
っ

た
。こ
の
よ
う
な
生
存
状
況
の
変
化
は
、
長
寿

社
会
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
上
に
お
い
て
は
、
結
婚
後
に
お
け
る
長

期
の
家
族
期
を
可
能
と
さ
せ
、
ま
た
同
時
に

男
女
の
寿
命
格
差
の
拡
大
は
、
高
齢
期
に
お

い
て
配
偶
者
と
死
別
す
る
女
性
を
多
く
生
じ

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

=ごi薄iＬ
●高橋重郷くたかはししげさと〉

1951年鳥取県生まれ

く現職>国立社会保障・人口問題研究所
人口動向研究部部長

く最終学歴>米国ペンシルバニア大学大学
院人口学研究科修了

く学位>人口学博士

く職歴>厚生省人口問題研究所人口情報部
人口解析センター室長、同所人口

政策研究部人口政策研究室室長

く著書>子地域人口の分析の基礎』共著古
今書院1997年、『日本の将来推計

人口(平成9年９月１日推計)』共著
厚生統計協会1977年、了人口変動

と家族』共著大明堂1977年、『生
命表研究』共著古今書院1995年、
『高齢化と人口問題』共著放送大

学教育振興会1994年、その他

’
九
五
○
年
当
時
男
性

の
初
婚
年
齢
は
約
一
一
十

六
歳
、
女
性
の
そ
れ
は

約
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

平
均
初
婚
年
齢
は
一
九

六
○
年
代
に
む
け
て
緩

や
か
に
上
昇
し
、
一
九

六
○
年
の
男
女
平
均
初

婚
年
齢
は
男
性
二
十
七
・

二
歳
、
女
性
二
十
四
・

四
歳
で
、
こ
の
水
準
は

お
お
よ
そ
一
九
七
三
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
頃

ま
で
続
い
た
。
そ
の
後

男
女
の
初
婚
年
齢
は
上

昇
傾
向
と
な
り
、
二
○

○
○
年
に
は
、
男

性
二
十
八
・
八
歳
、

女
性
二
十
七
・
○

歳
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
，
な
－

図２ 平均初婚年齢

3０

2９

2８

2７

九
七
○
年
代
か
ら
の
結
婚
の
変
化
は
、
そ
れ

に
付
随
し
た
い
く
つ
か
の
特
徴
を
も
っ
て
い

る
。
第
一
に
、
結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
多
様

化
で
あ
る
。
’
九
七
五
年
当
時
女
性
の
一
一
十

歳
代
の
結
婚
は
、
結
婚
の
九
割
を
占
め
て
い

2６

２５

2４

２３

２
１
０

７
』
２
７
』

，5０ 955 960 ９６５ 970 975 ９８０ 985 990 995 2000

資鵬 厚蛎労働省『人11動態統計』各年版
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図３女子の年齢別初婚率、主要年次について
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５
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７
８
８
９
９
０

９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
２

一
瞬
一
一
十
一

0.10 た
。
し
か
し
、
二
○
○
○
年
で
は
七
割
に
過

ぎ
ず
、
し
か
も
三
十
歳
以
上
の
年
齢
に
お
け

る
初
婚
が
一
九
七
五
年
の
六
・
一
％
か
ら
一
一

○
○
○
年
に
一
一
○
・
一
一
％
へ
の
大
き
く
増
加

し
た
。
’
九
七
○
年
代
ま
で
の
結
婚
が
あ
る

年
齢
層
に
集
中
し
て
発
生
し
た
結
婚
、
い
い

輯輯

0.08

－２０００

006 塾塾塾

通通

００４

ら
い

・
Ｉ
。

Ｊ
Ｔ
Ｕ

ら
い

・
Ｉ
。

Ｊ
Ｔ
Ｕ

劇劇

鑓鑓鑓
0.02

0.00

4０3５3０2５２０1５

年齢

注：各届け出年に同居を開始したものについて、届出遅れを含まない

か
え
れ
ば
年
齢
規
範
的

な
結
婚
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
結
婚
の
年
齢
に

関
し
て
は
分
散
型
で
多

様
性
を
と
も
な
っ
て
形

へ
と
変
化
し
た
。

さ
ら
に
、
結
婚
変
化

の
第
二
の
特
徴
は
、
未

婚
化
現
象
で
あ
る
。
結

婚
が
普
遍
的
な
行
為
と

見
な
す
こ
と
が
出
来
た

の
は
一
九
七
○
年
代
半

ば
ま
で
で
、
そ
の
当
時

ま
で
は
五
十
歳
時
に
お

け
る
未
婚
者
割
合
（
生

涯
未
婚
率
）
は
、
お
お

よ
そ
四
％
未
満
で
推
移

し
て
い
た
。
し
か
し
、

し
て
い
た
。
し
か
し
、

５
０

２
２

男
女
と
も
一
九
七
○
代

後
半
か
ら
上
昇
し
、
二
○
○
○
年
に
は
男
性

が
一
一
一
・
三
％
、
女
性
が
五
・
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ

変
化
の
み
な
ら
ず
、
皆
婚
社
会
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。

｛
罫
族
形
成
（
駐
日
』
】
ず
局
自
習
】
・
ロ
）
の
変
化
の

普通離婚率（人ロ千対）図４

み
な
ら
ず
、
家
族
解
消
（
駐
日
屋
曰
⑪
⑰
。
］
巨
冒
回
）

の
変
化
も
観
察
さ
れ
る
。
普
通
離
婚
率
（
人

口
千
人
に
対
す
る
離
婚
件
数
）
は
、
’
九
五

○
年
以
降
一
九
六
○
年
代
半
ば
ま
で
低
下
傾

向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
○

年
代
半
ば
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
、
’
九
八
三

1.5

1.0

0.5

0.0

1９５５１９６０196s１９７０１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００

資料：厚生労働省『人口動態統計」各年版
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人口勤行の変化とライフサイクルの変化

表１夫婦の平均出生児数
（結婚持続期間15～19年）

Ｇ
出
生
行
動
の
変
化

出
生
行
動
の
多
く
が
婚
姻
内
で
生
起
す
る

日
本
の
場
合
、
夫
婦
の
出
生
行
動
は
比
較
的

安
定
的
で
あ
っ
た
。
合
計
特
殊
出
生
率
が
一

九
七
○
年
代
半
ば
以
降
急
速
に
低
下
傾
向
が

見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
夫
婦
出
生
力
は
一

年
に
一
・
五
％
・
に
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の

後
一
日
二
九
八
○
年
代
末
に
か
け
て
低
下
し

た
も
の
の
そ
の
後
ふ
た
た
び
上
昇
し
、
一
一
○

○
○
年
に
は
一
一
・
一
％
・
を
記
録
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
結
婚
変
動
は
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
諸
段
階
の
年
齢
の
多
様
化
を
生
じ
て
お
り
、

ま
た
離
婚
率
の
上
昇
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
様
々

な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
た
ど
る
人
々
の
増
加
を

意
味
し
て
い
る
。

柱：各回調謙とも初蜥i可ｔｖ)火鼎を対望とする

資料：圃立社会蛾随・人Llll3題研究}Ｗ出産力
渦迩』及び『出と'三戯向蕊木ilP流』による〆

一
し
て
、
夫
婦
出
生
力
は
一

九
七
○
年
代
以
降
二
・
一

前
後
の
出
生
力
水
準
を
維

持
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
九
八
○
年
代
半

ば
以
降
に
結
婚
し
た
カ
ッ

プ
ル
で
は
、
夫
婦
の
出
生

行
動
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
夫
婦
出
生

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
配
偶
関
係
別
多

相
生
命
表
に
よ
っ
て
、
’
九
六
五
年
と
一
九

九
五
年
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
変
化
を
配
偶
関

係
の
経
路
別
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お

用
い
た
配
偶
関
係
別
多
相
生
命
表
は
、
一
九

六
五
年
に
つ
い
て
は
那
須
二
九
七
一
）
に

よ
り
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
数
値
を
用

い
、
一
九
九
五
年
は
高
橋
（
一
一
○
○
一
）
を

用
い
た
。

一
九
六
五
年
と
一
九
九
五
年
の
年
齢
別
初

行
動
に
変
化
の
兆
し
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
と
く
に

結
婚
前
か
ら
結
婚
後
も
一
貫
就
業
を
続
け
る

夫
婦
の
無
子
率
の
高
さ
に
象
徴
的
に
現
れ
て

お
り
、
女
性
就
業
時
代
に
お
け
る
出
生
行
動

と
の
両
立
の
困
難
さ
が
伺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
関
し
て
は
、
標
準
型
あ
る
い
は
典
型
的
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
見
ら
れ
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

の
減
少
を
導
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
多
様

化
に
結
び
つ
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

三
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化

婚
率
、
同
離
婚
率
、
同
再
婚
率
、
配
偶
関
係

別
死
亡
率
な
ど
か
ら
作
成
さ
れ
る
多
相
生
命

表
か
ら
、
そ
の
年
の
年
齢
別
率
か
ら
推
定
さ

れ
る
配
偶
関
係
の
経
路
別
に
人
々
が
た
ど
る

と
見
ら
れ
る
分
布
を
表
し
た
。

一
九
六
五
年
の
場
合
、
生
ま
れ
た
女
性
の

九
一
一
％
が
平
均
一
一
十
四
・
六
歳
で
結
婚
し
て

い
た
が
、
一
九
九
五
年
で
は
八
五
・
二
％
の

女
性
が
平
均
一
一
十
七
・
三
歳
で
結
婚
し
て
い

た
。
初
婚
に
向
か
う
量
そ
の
も
の
が
減
少
し

た
。
初
婚
年
齢
は
三
歳
近
く
上
昇
し
た
が
、

有
配
偶
の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
年
数
は
、

’
九
六
五
年
と
一
九
九
五
年
で
は
ほ
と
ん
ど

差
が
な
く
、
約
三
十
六
・
五
年
で
あ
る
。
初

婚
年
齢
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
婚
期
間
に

変
化
が
な
い
の
は
寿
命
の
伸
び
に
よ
っ
て
結

婚
解
消
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
死
亡
・
死
別

年
齢
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。

’
九
六
五
年
と
一
九
九
五
年
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
上
の
大
き
な
変
化
は
、
離
別
の
発
生

頻
度
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
で
は
、
生
ま
れ

た
女
性
の
九
・
六
％
が
離
婚
を
経
験
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
で
は

二
○
・
二
％
が
離
婚
を
経
験
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
離
婚
の
上
昇
と
と
も
に
再
婚

1３

調査年欲 平均出生児数

第１目調査1940

第２回調査1952

第３回調査1957

第４回調査1962

第５同調査1967

第６回調査1972

第７目調査1977

篇８回調査1982

第９回調査1987

第10回調査1992

第１１回調査1997
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２
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●
■
■
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ワ
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ワ
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女子のライフコース経路別分布、事象の発生年齢、
滞在年数の比較：1965年と1995年

初婚上段1995年、下段1965年

図５

０％（２４．６師

の
発
生
も
多
く
、
’
九
六
五
年
の
離
別
の
発

生
九
・
六
の
う
ち
四
・
三
％
が
再
婚
に
よ
り

再
び
有
配
偶
状
態
に
戻
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
離
別
状
態
に
止
ま
っ
た
ま
ま
の
人
々
は

五
・
三
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
九
九
五
年

で
は
、
二
○
・
二
％
が
離
別
を
経
験
す
る
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｌ

ｇＷ６ｄＬ２認

〕､１％(３５．８繭

１ｑＥ

ＤＨ１１｡Ｕ、０町

注：上段が1995年、下段が1965年を示す

括弧内の数値は平均発生年齢（歳）と平均滞在期間（年）を示す

一
一
一
・
○
が
再
婚
に
よ
り
有
配
偶
状
態
に
戻

り
、
離
別
状
態
に
留
ま
る
の
は
八
二
一
％
で

あ
っ
た
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
い
く
つ
か
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
・
パ
タ
ー
ン
に
類
型
化
し
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
変
容
を
考
え
て
み
よ
う
。
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
の
類
型
と
し
て
は
、
⑩
初
婚
同
士

安
定
型
》
夫
も
妻
も
初
め
て
の
結
婚
で
、
離

婚
が
な
く
人
生
を
歩
む
類
型
で
、
こ
れ
に
は

二
つ
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
一
つ
は
本
人
（
こ

こ
で
は
女
性
を
本
人
と
想
定
し
て
い
る
）
が

四
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
多
様
化
と

二
十
一
世
紀
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

表２女性のライフコースの類型別分布：
1965年、1990年および1995年

死
亡
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
死

別
無
再
婚
型
、
本
人
が
い
て
、
夫
と
死
別
し

た
後
、
そ
の
後
再
婚
し
な
い
で
人
生
を
歩
む

ケ
ー
ス
。
②
再
婚
型
に
つ
い
て
は
二
つ
の
種

類
が
考
え
ら
れ
、
ひ
と
つ
は
離
別
再
婚
型
、

つ
ま
り
、
離
婚
を
経
験
し
て
、
結
婚
が
解
消

し
、
そ
の
後
再
婚
す
る
ケ
ー
ス
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
死
別
再
婚
型
、
つ
ま
り
夫
と
の
死
別

に
よ
っ
て
結
婚
は
解
消
す
る
が
、
そ
の
後
マ

リ
ッ
ジ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
次
の
配
偶
者
に
出

会
っ
て
再
婚
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

さ
ら
に
③
上
記
以
外
の
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
二
つ
あ
り
、
離
別
無
再
婚

型
は
、
離
別
後
、
再
婚
せ
ず
、
本
人
の
死
亡

に
よ
っ
て
消
滅
す
る
ケ
ー
ス
。
そ
れ
か
ら
未

婚
型
、
本
人
が
一
生
結
婚
せ
ず
未
婚
の
ま
ま

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

初
婚
同
士
安
定
型
の
う
ち
、
初
め
て
の
結

婚
が
継
続
し
、
本
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
終
わ

る
ケ
ー
ス
は
、
一
九
六
五
年
で
一
一
○
・
八
％

で
あ
っ
た
。
死
別
非
再
婚
型
と
本
人
死
亡
型

を
あ
わ
せ
て
八
二
・
六
％
が
初
婚
で
人
生
を

過
す
人
々
で
あ
る
。
再
婚
型
は
、
’
九
六
五

年
に
離
別
再
婚
型
と
死
別
再
婚
型
と
を
あ
わ

せ
て
四
・
四
％
・
離
別
非
再
婚
型
は
五
％
、

４

ライフコースの型
年次

1965年 1990年 1995年

初婚同士安定型

本人死亡型

死別非再婚型

再婚型

離別再婚

死別再蛎型

離別非再婚型

未婚

６
８
８
４
３
１
０
０

◆
●
■
■
■
０
●
■

２
０
１
４
４
０
５
８

８
２
６

７
２
５
２
０
９
】
９
］
９

□
ロ
ロ
の
■
の
◆
０

０
１
９
０
０
０
６
２

７
１
５
１
１

１

【
Ｉ
？
】
』
。
２
（
ひ
４
一
０
征
Ｒ
）

●
●
、
□
０
●
●
●

○
４
く
り
（
Ｕ
ｎ
ｄ
９
】
〈
Ｕ
【
－
４
４

【
ｂ
』
◎
１
△
Ｑ
Ｌ

１

合ｉｉ} 100.0 100 0 100 0



人口勤行の変化とライフサイクルの変化

表３子ども数別にみたライフコースの分布

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
類
型
分
布
を
前
提
と
し

て
、
出
生
動
向
基
本
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
出
産
に
関
す
る
情
報
を
、
こ
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
類
型
に
組
み
合
わ
せ
る
と
、
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
別
に
、
ま
た
子
ど
も
数
別
に
ど
の
よ

う
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
か
が
把
握

で
き
る
。
次
の
表
は
、
初
婚
同
士
安
定
型
の

未
婚
型
が
八
％
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
女

性
で
は
、
本
人
死
亡
型
は
一
四
・
八
％
、
死

別
非
再
婚
型
は
五
八
・
五
％
で
あ
る
。
一
九

六
五
年
と
一
九
九
五
年
の
最
も
大
き
な
違
い

は
、
未
婚
化
と
離
婚
率
の
上
昇
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
離
別
再
婚
型
が
四
・
三
％
か
ら
一

二
・
八
％
へ
増
え
て
き
た
。
さ
ら
に
未
婚
型

が
一
四
・
八
％
に
増
え
た
。

楯
果
、
離
別
再
婚
型
が
四

・
八
％
へ
増
え
て
き
た
。

一
四
・
八
％
に
増
え
た
。

八
％
に
増
え
た
。

表
は
、
初
婚
同
士
安
定
型
の

女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
関

し
て
、
’
九
九
五
年
に
つ
い

て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
初
婚
同
士

安
定
型
は
六
四
・
七
％
い
た

が
、
こ
れ
を
出
生
分
布
に
当

て
は
め
て
い
く
と
、
生
ま
れ

た
女
性
全
体
に
つ
い
て
み
る

と
、
無
子
型
は
全
体
の
二
・

○
％
、
一
人
っ
子
型
が
五
・

墹
●
参
考
文
献

五
、
ま
と
め
に
か
え
て

● ● ●》
⑪
阿
藤
誠
一
九
九
一
一
一
一
家
族
の
人
口
学
的
研

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
》
究
」
森
岡
清
美
監
修
『
家
族
社
会
学
の
展
開
』

脈靴昨匂諏刃枢川幽川畑肥印｝口繍紗僻輸紳蝿五筑刑鞠
わ
が
国
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
人
ｕ
動
態
の
》
腔
騨
霧
騨
璽
甦
繊
噸
Ⅲ

変
化
に
即
し
て
、
多
様
化
す
る
現
象
が
見
ら
》
③
高
橘
恵
郷
一
九
九
一
「
死
亡
お
よ
び
結
婚

●

れ
る
。
今
後
わ
が
国
の
結
婚
動
向
の
変
化
と
》
の
変
化
と
ラ
ィ
フ
コ
ー
ス
人
口
分
布
の
変
動
」
『
人

夫婦出生力の変化は一一十一世紀家族》仙口繩鰍』鰯耀迅掲結鮓諦紳
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
多
様
化
さ
せ
る
》
表
」
山
口
喜
一
他
編
著
『
生
命
表
研
究
』
古
今

川”職洲図示肱川航川抓呼Ⅲ訊川》⑤絲紳榊閏『緋」一諭既灯縣
皿
０
純
織
靴
戴
Ⅲ
灘
肚
押
一
蹴
雛
鱗
鰔
一
議
蕊
蕊

□

る
と
見
ら
れ
、
夫
婦
の
平
均
子
ど
も
数
も
一
・
》
Ｐ
Ｐ
、
Ⅳ
‐
、

九六人程度にとどまると見られている．》ｍ』幽霊輔窮窒率鍋鴻冨冒碧。ｇ》
ｏ ● ● ●

こ
の
一
」
と
は
、
初
婚
同
士
安
定
型
の
ラ
イ
コ
ー
》
…
…
…
．
…
●
．
…
…
…
ｉ
…
…
…
．
●
…

● Ｃ Ｏ

七
％
、
二
子
型
が
一
一
一
四
・
九
％
、
三
子
型
が

一
八
・
四
％
、
多
子
型
が
三
・
一
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
結
婚
し
家
族
を
形
成
し
、

子
ど
も
を
二
人
を
持
つ
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
は
、
近
年
で
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

の
四
割
弱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
。

ス
が
今
後
一
層
減
少
し
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の

多
様
化
が
進
行
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
従
来
か
ら
標
準
型
世
帯
の
概
念
で
捉

え
ら
れ
て
い
た
夫
婦
二
人
と
こ
ど
も
一
一
人
か

ら
な
る
世
帯
は
、
わ
が
国
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
一
部
を
示
す
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
行
く
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

1５

ライフコースの型 1990年 1995年

初婚同士安定型

無子型

一人っ子型

二人割

三人型

多子型

７
１
２
４
２
８

■
。
●
●
Ｐ
白

０
２
６
０
８
３

【
Ｉ

４
１

７
０
７
９
４
１

■
●
■
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■
■

４
２
５
４
８
３

６
３
１

再婚型 10 ２ 1３ ２

離別非再婚型 ６ ２ ７ ４

未婚型

？
■
１

９ 1４ ８
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現
在
、
世
界
全
体
で
一
年
間
に
消
費
さ
れ

る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
油
に
換
算
す
る
と

約
八
七
・
五
億
ト
ン
（
二
○
○
○
年
）
で
あ

り
、
そ
の
構
成
を
見
る
と
、
石
油
四
○
・
○
％
、

天
然
ガ
ス
二
四
・
七
％
、
石
炭
二
五
・
○
％
、

と
、
実
に
九
○
％
が
化
石
燃
料
に
依
存
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
（
参
考
：
原
子
力
七
・
六
％
、

水
力
二
・
六
％
）
。

こ
れ
ら
の
資
源
毎
の
賦
存
状
況
や
特
質
に

目
を
向
け
る
と
、
石
油
は
中
東
に
埋
蔵
量
の

約
六
割
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
近

年
、
巨
大
油
田
の
発
見
が
減
少
し
て
お
り
、

今
後
の
埋
蔵
量
の
大
幅
な
上
積
み
は
考
え
に

の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢

く
い
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。
天
然
ガ
ス

は
、
石
油
に
比
べ
れ
ば
開
発
が
進
ん
で
い
な

い
た
め
、
未
発
見
の
埋
蔵
量
は
大
き
い
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
地
域
的
に
は
旧
ソ
連
が
有

望
視
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
然
ガ
ス
も

石
油
同
様
、
今
世
紀
半
ば
に
は
枯
渇
へ
向
か

う
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
比
べ
石
炭
は
埋

蔵
量
が
豊
富
で
あ
り
、
か
つ
賦
存
す
る
地
域

も
ほ
ぼ
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
有
効
活
用
し

て
い
く
べ
き
資
源
と
言
え
る
が
、
環
境
へ
の

負
荷
は
他
の
化
石
燃
料
に
比
べ
て
大
き
い
。

原
子
力
発
電
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ウ

ラ
ン
は
、
北
米
上
象
州
、
中
南
部
ア
フ
リ
カ

が
三
大
埋
蔵
地
帯
で
あ
り
、
比
較
的
政
情
の

安
定
し
た
国
に
賦
存
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
の
可
採

年
数
は
、
石
油
四
○
年
程
度
、
天
然
ガ
ス
六

○
年
程
度
、
石
炭
一
一
三
○
年
程
度
、
ウ
ラ
ン

七
○
年
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

ウ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
高
速
増
殖
炉
が
実
用
化

さ
れ
れ
ば
、
数
千
年
に
わ
た
り
使
用
可
能
と

な
る
。

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
世
界
全
体
で
年
率
二
％
程
度

1６



エネルギーと環境
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の
着
実
な
需
要
増
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
原

子
力
の
利
用
が
先
進
国
な
ど
一
部
の
国
に
限

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
化
石
燃
料
へ
の

依
存
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
地
域
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
発
展
途
上

国
で
は
経
済
成
長
や
人
口
増
に
起
因
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
、

世
界
全
体
に
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
割

合
が
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
ア
ジ
ア
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、

今
後
の
経
済
成
長
お
よ
び
既
に
世
界
の
六
割

を
占
め
る
に
至
っ
た
人
口
が
、
共
に
そ
の
他

の
地
域
を
大
き
く
上
回
っ
て
伸
び
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
イ
ン
ド
、
中
国
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
動
向
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
大

iliiiiiiiii1i
●岡埜能くおかの.たかし）
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て
き
た
。
十
八
世
紀
末
の
産
業
革
命
に
端
を

発
す
る
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
は
、
生
活
水

ら
見
る
と
慎
ま
し
や
か
な
レ
ベ
ル
で
利
用
し

を
、
現
在
か

す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源

自
然
に
存
在

人
類
は
長

い
間
、
様
々

な
工
夫
を
し

て
風
や
水
の

力
、
薪
や
炭

を
燃
や
す
こ

と
に
よ
る
火

の
力
な
ど
、

の
地
球

環
境

問
題

き
く
左
右
す

る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

国・地域別エネルギー需給の見通し

FIDi軍T可i75,
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準
の
急
速
な
向
上
を
通
じ
人
々
に
利
便
性
と

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
が
、
人
類
と
自
然
環

境
と
の
関
係
も
一
変
さ
せ
て
き
た
。
す
な
わ
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世界の年平均地上気温の平年差の経年変化（1881年～1999年）
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棒グラフは、各年の値。太い折れ線は各年の値の
５年移動平均､真中の太い斜線は長期傾向を示す。
〈出所：気象庁「気候変動監視レポート1999｣〉

ち
、
自
然
環
境
に
様
々
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
我
々
人
類
を

育
ん
で
き
た
地
球
環
境
に
対

し
て
大
き
な
負
荷
を
か
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
の

影
響
は
、
ま
ず
地
域
的
な
環

境
破
壊
と
し
て
現
れ
た
。
環

境
保
全
を
お
ろ
そ
か
に
し
、

工
業
化
・
産
業
化
を
優
先
し

た
結
果
、
大
気
汚
染
や
地
下

水
・
河
川
の
汚
濁
な
ど
が
進

み
、
市
民
の
健
康
が
害
さ
れ

る
な
ど
様
々
な
影
響
・
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
問
題
は
、
時
間
や
コ
ス
ト

が
か
か
る
と
は
い
え
、
地
域

レ
ベ
ル
で
の
対
処
で
解
決
可

能
な
問
題
で
あ
り
、
法
律
の

制
定
や
市
民
運
動
の
高
ま
り

等
を
背
景
に
徐
々
に
対
策
が

と
ら
れ
、
一
定
の
解
決
が
見

ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
二
十
世
紀
も
後
半
に

な
る
と
、
化
石
燃
料
の
大
量

消
費
に
は
更
に
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

現
在
、
環
境
問
題
の
中
で
最
大
の
注
目
を

集
め
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
」
は
、
地
球
全

体
の
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
現
象
で
、
全
地

球
規
模
で
気
候
や
生
態
系
な
ど
に
対
し
て
多

様
か
つ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
問
題
だ
が
、
そ
の
原
因
は
、
人

間
の
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
一
一
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
や
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の

温
暖
化
ガ
ス
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
化
石
燃
料
）
消
費
に
密
接

に
係
わ
っ
て
い
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
も
言
え
る
。
「
地
球
温
暖
化
」

の
よ
う
に
、
そ
の
被
害
・
影
響
が
地
域
・
国

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
球
規
模
に
ま
で
広
が

る
環
境
問
題
を
「
地
球
環
境
問
題
」
と
呼
ん

で
い
る
が
、
人
類
に
よ
る
化
石
燃
料
の
大
量

消
費
に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
は
、
こ
の
ほ

か
に
酸
性
雨
問
題
や
、
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
原

油
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染
な
ど
も
挙
げ
ら
れ

る
。地
球
規
模
の
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
各

国
間
で
の
協
調
や
合
意
が
不
可
欠
で
あ
り
、

長
い
期
間
を
見
通
し
つ
つ
対
策
を
講
じ
て
い
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エネルギーと環境

ＣＯＰ３合意の内容
各国別肘減日伍

く
必
要
が
あ
る
。
地
球
温
暖
化
問
題
を
例
に

と
る
と
、
一
九
九
一
一
年
の
国
連
環
境
開
発
会

議
（
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て
気
候
変

動
枠
組
条
約
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
後
様
々
な

努
力
が
続
け
ら
れ
、
九
七
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
三
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
、
二
○
○
八
～
二
○

二
一
年
を
第
一
目
標
期
間
と
す
る
先
進
各
国

の
排
出
削
減
目
標
や
、
先
進
国
・
途
上
国
間

の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

包
括
的
に
規
定
し
た
「
京
都
議
定
書
」
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
国
際
間
の
協
調
や
合
意
に
は
粁
余

曲
折
も
多
い
。
温
暖
化
問
題
で
も
、
各
国
の

日本の丞宜効果ガス▲696,砥の内狽

お
か
れ
た
状
況
や
費
用

負
担
の
問
題
な
ど
で
利

害
が
錯
綜
す
る
こ
と
か

ら
、
詳
細
に
い
た
る
合

意
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
中
に
は
議
論

が
ま
と
ま
ら
ず
、
本
年

七
月
に
再
開
さ
れ
た
第

六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
６
．
５
）
で
は
、

わ
が
国
は
資
源
に
乏
し
く
、
｜
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
九
割
以
上
（
原
子
力
を
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
み
な
せ
ば
約
八
割
）
を
海
外
に
依
存
し
て
い

る
と
同
時
に
、
世
界
第
四
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
大
国
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
わ
が
国

に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確
保

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
と
曰

本
の
状
況

各
国
間
の
交
渉
・
妥
協
の
結
果
、
京
都
議
定

書
の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
、

批
准
に
向
け
た
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
た

だ
し
、
本
年
三
月
に
は
、
世
界
最
大
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
国
で
あ
る
米
国
が
自
国
経
済
へ
の
悪
影

響
や
発
展
途
上
国
と
先
進
国
間
の
不
公
平
の

存
在
な
ど
を
理
由
に
、
京
都
議
定
書
か
ら
の

離
脱
を
宣
言
し
て
お
り
、
温
暖
化
対
策
を
実

効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
京
都
議
定

書
へ
の
米
国
の
参
加
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
一
方
で
、
発
展
途
上
国
か
ら
は
「
地

球
環
境
の
保
護
は
発
展
途
上
国
の
経
済
成
長

を
阻
害
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
だ
」
と
い
う

批
判
も
み
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
消

極
的
な
態
度
が
目
立
つ
の
も
現
実
で
あ
る
。

は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
一
一
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
以

降
、
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
原
子
力
や
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
利
用
を
進
め
、
石
油
依
存
度
の
低
下
を
図

る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
様
化
に
努

め
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
石
油
依
存
度
は
一

九
七
三
年
度
の
七
七
・
四
％
が
、
九
九
年
度

に
は
五
一
一
・
○
％
に
、
原
子
力
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
供
給
に
占
め
る
割
合
は
、
’
九
七

三
年
度
の
○
・
六
％
か
ら
九
九
年
度
に
は
一

三
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
油
危

機
以
降
、
需
要
サ
イ
ド
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
効
率
化
を
進
め
た
わ
が
国
は
、
世
界

で
も
最
高
水
準
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
し

て
き
た
。
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
わ
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
に
は
脆
弱
な
部
分

が
多
い
。
石
油
の
中
東
依
存
度
は
、
近
年
、

第
一
次
石
油
危
機
時
以
上
に
高
い
状
況
に
あ

り
、
今
後
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
東
原
油
の
輸

入
増
を
勘
案
す
る
と
、
引
き
続
き
安
定
供
給

の
確
保
に
向
け
て
産
油
国
と
の
関
係
強
化
や

備
蓄
体
制
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖

1９
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各国のセキュリティ指標（1998年）
化
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
議
定
書
で
合
意
さ
れ
た
目
標
で
は
、
わ

が
国
は
一
一
○
○
八
年
か
ら
一
一
○
｜
二
年
の
平

均
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
一
九
九
○
年
比
六
％
削
減

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
に
つ
い
て
は
、
二
○

(出所)ENERGYBALANCESOFOECDCOUNTRIES2000
EKERGYBALANCESOFNON-OECDCOUNTR正S2000

1EAoL,GAsCoALAKDELECrRIcITY2000

(注1)▲は輸出を示す

(注2)OPEC対象国にエク

アドルは含まない

一
○
年
度
三

○
○
八
～
二

○
二
一
年
平

均
）
排
出
量
を

九
○
年
度
比

安
定
化
さ
せ

る
こ
と
が
目

標
と
な
っ
て

い
る
。
一
九

九
八
年
に
は

首
相
を
本
部

長
と
す
る
地

球
温
暖
化
対

策
推
進
本
部

に
お
い
て
「
地

球
温
暖
化
対

策
推
進
大
綱
」

が
決
定
さ
れ

て
い
る
が
、

近
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
増
加
の
状
況
か
ら
み
る

と
、
目
標
達
成
は
容
易
で
は
な
い
。

経
済
産
業
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
で
は
、
「
長
期
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
見
通
し
」
を
と
り
ま
と
め
、
本
年

七
月
に
答
申
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
と
り
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

削
減
目
標
を
い
か
に
達
成
す
る
か
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八

年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
前
回
の
見
通
し
で
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力

が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
柱
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

近
年
、
原
子
力
立
地
が
長
期
化
す
る
な
ど
、

前
回
期
待
さ
れ
た
水
準
の
原
子
力
開
発
が
見

込
み
難
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加

え
て
、
石
炭
か
ら
相
対
的
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
少

な
い
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
も
、
講
じ
る

べ
き
施
策
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
風
力

や
太
陽
光
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
普
及
促
進
に
向
け
て
、
本
年
七

月
か
ら
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
に
新
市
場
拡
大
措
置
検

討
小
委
員
会
を
設
置
し
、
新
た
な
政
策
措
置

の
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ

し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
比
べ
る
と
密
度
が
低
く
、
依
然
と
し
て
コ

ス
ト
も
高
い
こ
と
か
ら
、
社
会
的
負
担
の
在

り
方
や
、
民
間
の
自
主
的
な
取
り
組
み
の
位

置
づ
け
な
ど
多
く
の
点
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
。

わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
に
は
、

安
定
供
給
や
環
境
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
視
点

に
加
え
、
｜
層
の
効
率
化
を
通
じ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、

石
油
や
ガ
ス
、
電
力
の
各
分
野
に
お
い
て
も
、

そ
の
一
環
と
し
て
規
制
緩
和
・
自
由
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
近
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
発
生
し
た
電
力
危
機
の
例
も
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
自
由
化
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
し
、
今
後
の
わ
が

国
の
自
由
化
を
検
討
す
る
際
も
、
「
自
由
化
あ

り
き
」
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
お
か
れ
て
い

る
地
政
学
的
状
況
や
公
益
的
課
題
に
つ
い
て

十
分
に
議
論
し
、
真
に
国
民
の
た
め
に
な
る

制
度
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｅ
今
後
の
我
々
の
進
む
べ
き
道

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
巡
る
世
界
、
日
本
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輸入依存度
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エネルギーと環境

の
動
き
を
か
い
つ
ま
ん
で
見
て
き
た
が
、
経

済
活
動
が
世
界
規
模
で
展
開
さ
れ
、
か
つ
経

済
活
動
が
自
然
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

与
え
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
も
は
や
環

境
を
経
済
活
動
の
外
部
に
あ
る
も
の
と
し
て

捉
え
る
こ
と
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
尽
蔵
で

好
き
な
だ
け
利
用
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

言
い
古
さ
れ
た
感
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
時
代
に
生
き
る
我
々
に
は
、
環
境
保
全
と

経
済
成
長
と
が
調
和
し
た
「
持
続
的
成
長
」

が
可
能
な
経
済
社
会
を
目
指
す
と
い
う
選
択

肢
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
に
は
、
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
厳
し
い
感
覚

を
持
ち
、
効
率
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必

要
だ
。
環
境
を
守
る
と
い
う
錦
の
御
旗
の
も

と
に
コ
ス
ト
意
識
が
甘
く
な
り
、
効
率
化
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
わ
が
国
産

業
の
国
際
競
争
力
を
減
じ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

ま
た
、
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
も
引
き
続
き
重
要

な
課
題
で
あ
る
が
、
環
境
・
効
率
化
へ
の
要

請
と
安
定
供
給
の
同
時
達
成
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
わ
が
国
は
ど
の
よ
う
な
道
を

歩
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
国
際
的
に
は
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
や
、
ア
ジ
ア
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
増
加
や
自
給
率
低
下
に
起
因
す
る
諸
課

題
へ
の
対
応
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
発
展
途
上
国
に
お
け
る
経
済
成

長
、
人
口
増
加
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

増
加
に
よ
っ
て
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
が
増

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
我
が
国
と
し

て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
の
向
上
や
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
原
子
力
利
用
に
対
し

て
は
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
平
和
利
用
・

核
不
拡
散
に
向
け
た
国
際
的
な
体
制
整
備
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
欧
州
で
は
、
脱
原
子
力
政
策
を
採
る
国

も
見
ら
れ
る
が
、
環
境
負
荷
の
小
さ
さ
や
供

給
安
定
性
な
ど
の
点
に
お
い
て
他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
し
て
優
位
性
を
も
つ
原
子
力
の
活

用
な
く
し
て
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
内
に
お
い
て
も
同
様
に
、
持
続
可
能
な

経
済
社
会
の
発
展
を
念
頭
に
お
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
公
益
的
課
題
（
環

境
へ
の
配
慮
や
安
定
供
給
、
二
一
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ろ
と
自
由
化
に
よ
る
効
率
化
の
両

立
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
な
ど
が

課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
供
給
地
域
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
や
備
蓄
な
ど
を
進

め
つ
つ
産
油
国
・
消
費
国
間
の
信
頼
関
係

を
よ
り
一
層
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
は
企
業
活
動
や

人
々
の
暮
ら
し
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
個
々
人
の
自
発
的
な

対
応
な
く
し
て
は
根
本
的
な
解
決
が
難
し
い

問
題
で
も
あ
る
。
自
発
的
行
動
を
も
た
ら
す

に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
対
す
る

知
識
・
意
識
・
関
心
の
高
ま
り
が
大
切
だ
。

今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
お
よ
び

消
費
者
へ
の
啓
発
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
共
催
で
、
「
東
・
東
南
ア
ジ
ア
及

び
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴

力
排
除
を
支
援
す
る
国
会
議
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
六
月
一
九
日
か
ら
一
一
一
日
ま
で
三
日

間
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
の
モ
ン
テ
ィ
ェ
ン
・

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
人
口
分
野
で

の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
日
本
政
府
が
設
立
し
た
「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
信

託
基
金
」
が
後
援
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ト

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）
、
国

女
性
へ
の
暴
力
排
除
・

国
会
議
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

連
婦
人
開
発
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
）
ほ
か

Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
を
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
に
招

い
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
つ
い

て
国
会
議
員
の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
開
催

さ
れ
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
島
喚
国

か
ら
一
四
カ
国
、
約
二
○
名
（
国
連
機
関

代
表
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
を
含
む
）
が
出
席
し

た
。開
会
式
で
は
、
Ｍ
・
ス
カ
ヴ
ェ
ジ
ュ
ワ
ラ

キ
ッ
ト
・
タ
イ
上
院
公
衆
衛
生
委
員
会
副
委

員
長
／
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
、
Ｓ
・
メ
ー
ラ

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
部
副
部
長
、
Ｌ
・

ウ
オ
ン
ス
リ
ウ
オ
ン
・
タ
イ
厚
生
労
働
副
大
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臣
、
Ｂ
・
ド
ッ
ク
タ
イ
ソ
ン
・
タ
イ
上
院
副

議
長
、
Ｇ
・
フ
ァ
ル
ー
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ

Ｓ
Ｔ
部
長
が
挨
拶
。

ウ
ォ
ン
ス
リ
ウ
ォ
ン
・
タ
イ
厚
生
労
働
副

大
臣
は
「
タ
イ
で
は
、
夫
又
は
恋
人
か
ら
暴

力
を
ふ
る
わ
れ
た
経
験
の
あ
る
女
性
は
一
一
○
％

以
上
お
り
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は

深
刻
化
し
て
い
る
。
〃
男
性
は
女
性
よ
り
も
権

力
が
あ
る
〃
な
ど
、
社
会
の
価
値
観
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
、
タ
イ
政
府
は
平
和
な
家

庭
環
境
作
り
を
目
的
に
し
た
政
策
の
立
案
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
、
地
域
行
政
機

関
に
よ
る
地
域
開
発
の
促
進
の
対
策
を
と
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
現
状
や
原
因
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る

際
の
障
害
な
ど
が
取
上
げ
ら
れ
、
フ
ァ
ル
ー

ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｔ
部
長
は
「
国
会
議

員
に
は
、
刑
法
な
ど
既
存
の
法
律
を
見
直
し
、

被
害
者
を
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
、
啓
発
・
教
育
、
調
査

推
進
の
た
め
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
欲

し
い
」
と
要
請
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
議
員
が

「
制
定
さ
れ
た
法
律
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
．

レ
ベ
ル
で
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
財
政
支
援
を
含
め
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
や
外
部
機
関
か
ら
の
協
力
が
必
要
」
と

述
べ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
が
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
法
律
や
政
策
を
普

及
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
発
表
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
著
名
人
や
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
巻
き
込
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
る
が
、
男
性
中
心
の
社
会
の
た
め
、
担
当

者
が
女
性
問
題
に
つ
い
て
理
解
の
低
い
男
性

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
事
態
の
改
善
に
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
言
及
し
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
、
ま
た
様
々
な
分
野
に
従
事
し

て
い
る
人
々
に
対
す
る
教
育
の
必
要
性
を
強

調
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
、
各
国
か
ら
の
レ
ポ
ー

ト
を
も
と
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｔ
職
員

が
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
既
存
の
法

律
の
内
容
や
不
備
な
点
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

家
庭
内
暴
力
、
レ
イ
プ
、
人
身
売
買
、
性
的

い
や
が
ら
せ
、
売
春
に
対
し
て
法
的
措
置
を

と
っ
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
や

実
施
方
法
な
ど
に
差
が
あ
る
。
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例
え
ば
家
庭
内
暴
力
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
１

ラ
ン
ド
は
「
家
庭
内
暴
力
法
」
を
制
定
し
て

特
別
に
対
処
し
て
い
る
が
、
タ
イ
で
は
〃
暴

行
罪
〃
の
ケ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
刑
法
で
取

り
扱
っ
て
い
る

ま
た
、
た
と
え
法
律
が
制
定
さ
れ
て
も
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
や

解
釈
が
な
か
っ
た
り
、
施
行
さ
れ
た
法
律
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
ま
り
関
連
性
が
な
い
な
ど

問
題
も
多
く
、
現
存
の
法
律
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
出
席
し
た
男
性
議
員
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、
宗
教
的
な
考

え
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
法
律
の

整
備
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
と
ど
う
調
和
さ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

「
家
庭
内
暴
力
法
Ｌ
を
制
定

せ
る
か
が
重
要
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参

加
者
が
家
庭
内
暴
力
、
女
性
の
人
身
売
買
と

強
制
的
な
売
春
、
（
レ
イ
プ
を
含
む
）
性
的
な

暴
行
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い

う
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
お
け
る
議
員
の
役
割
や
有
効
な
啓
発

活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
排
除
を
訴
え
る
国
際
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
デ
ー
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
？
」
「
国
会
議

員
が
日
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
排
除
を
世
間
に
訴
え
る
」
な
ど
、
シ

ン
ボ
ル
を
使
っ
た
啓
発
活
動
を
提
案
す
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は

起
草
委
員
会
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
４
で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
排
除

に
関
す
る
地
域
行
動
計
画
」
と
し
て
採
択
さ

れ
た
。

「
行
動
計
画
」
で
は
、
①
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
女
性
の
人
権
の
侵
害
で
あ
り
排
除
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
②
こ
の
問
題
に
つ
い
て

国
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
や
法
的
整
備
を
推

進
し
、
③
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
な
い
、
④
二
○
○
二
年
ま
で
に
地
域

間
の
情
報
交
換
・
協
力
の
推
進
を
目
的
と
し

た
特
別
委
員
会
を
各
国
に
設
立
す
る
旨
を
宣

言
し
て
い
る
。

参
加
者
は
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
は
人
権
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
健
康
的
な
社
会
・

経
済
発
展
を
妨
げ
る
原
因
と
な
り
、
メ
デ
ィ

ア
を
巻
き
込
ん
だ
啓
発
活
動
や
幼
少
期
か
ら

の
教
育
活
動
、
法
や
政
策
の
整
備
の
必
要
性

を
再
確
認
し
た
。

（
星
合
千
春
）
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宝ＩＡｒ

陰
。荊引

鬮已深め君

！ 国連人□基金（ＵＮＦＰＡ）と国際家族計画連盟（ＩＰＰＦ）の後援により、
当財団は毎年アジア国会議員ためのスタディーツアーを企画している。今年
は、八月五曰から九曰の日程で、韓国児童・人□・環境議員連盟（ＣＰＥ）
のメンバー五名（議員四人、事務局一人）を曰本へ受け入れ、両国で問題が
深刻化している高齢化社会への曰本の取り組みについて視察を行なった。

午
後

６
．
０

１
．
３

８
月
５
日
日

成
田
空
港
到
着

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ

１０

８
月
６
日
㈲

0０

南野知恵子・厚生労働副大臣を表敬 チ
ュ
・
ミ
・
エ
議
員
、
カ
ン
・
ソ
ッ

ク
・
ジ
ャ
議
員
と
リ
ー
・
サ
ン
・

ミ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
事
務
局
長
が
南
野
知
惠

子
厚
生
労
働
副
大
臣
と
懇
談

南
野
知
惠
子
厚
生
労
働
副

大
臣
は
一
行
を
歓
迎
し
、
日

本
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
説

明
。
日
本
で
は
高
齢
化
と
少

子
化
が
進
ん
で
お
り
、
「
家
族

の
絆
」
の
大
切
さ
を
訴
え
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
同

時
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、

日
本
で
開
始
さ
れ
た
ば
か
り

の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
、
高
齢
者
と
障
害
者

に
対
す
る
政
策
を
同
時
に
進

め
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

の
進
ん
だ
介
護
政
策
を
取
り

い
れ
て
頂
き
た
い
、
と
提
案

し
た
。
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阿藤・国立社会保障人口間
日本の人ロ

クチャーを

liiilliiililllli1i1
1０

鰯
〆
Ｉ

3０

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
で
レ
ク
チ
ャ
ー

凹
鞘
眉
肛

だ
が
、
一
一
十
一
世
紀
に
は
子
ど
も
の
数
が
減

り
つ
づ
け
人
口
も
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
少
子
化
の
要
因
と
し
て
二
十
代
、
三

十
代
が
以
前
ほ
ど
結
婚
し
な
く
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
子
供
を
生
み
や
す
い
社
会

環
境
作
り
政
策
で
あ
る
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を

立
ち
上
げ
、
九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
少
孑

化
対
策
を
強
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

実
に
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
い
な
い
。
子

ど
も
の
数
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
の
割

合
が
増
加
し
、
社
会
制
度
を
改
め
な
い
限
り
、

労
働
人
口
の
負
担
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。

ス
ー
・
サ
ン
・
ス
ッ
ク
議
員
が
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
の
対
策
と
し
て
、
⑩
子
供
を
生
む

メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
認
識
し
て
も
ら
い
、
②

高
齢
者
の
た
め
の
仕
事
を
増
や
し
、
高
齢
者

に
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
提
案
し
、
阿
藤
所
長

も
賛
同
し
た
。

皿
》
Ⅱ
清
水
嘉
与
子
・
ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総

長
と
昼
食
懇
談
会

国
会
議
事
堂
内
の
議
員
食
堂
で
昼
食
懇
談

会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
を
代
表
し
て
、
清

水
嘉
与
子
・
参
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務

総
長
）
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

迅
躁
Ⅲ
国
会
議
事
堂
見
学

ｕ
頤
加
東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー

折
茂
肇
院
長
が
一
行
を
歓
迎
し
、
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
。
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
化
社
会
を
見
越
し
て
羽
年
前
に
、

日
本
で
初
め
て
の
老
人
専
門
の
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
設
立
し
、
国
際
的
に
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。
議
員
団
か
ら
は
日
本
の
医
療
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
介
護
保

険
の
実
施
に
伴
い
病
院
の
運
営
方
針
が
変

わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
経
常
収
支
比
率
の
変
化

に
興
味
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
医
療
セ
ン

タ
ー
内
を
見
学
し
、
検
査
室
や
放
射
線
診
療

機
器
室
な
ど
日
本
の
進
ん
だ
医
療
施
設
な
ど

を
視
察
し
た
。東
京
都
板
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

一
行
か
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
、
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
内
を
見
学
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
、

入
浴
設
備
な
ど
を
見
学
。
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韓国の人口・開発事情視察議員団が来日友好、親善深める

東京都

ムで

軟
な
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
研
究
活
動
を
よ

り
一
層
活
性
化
す
る
た
め
に
一
九
八
一
年
に

都
立
の
研
究
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
が
、

連
一
次
一
一
壷

一
Ⅲ
Ｆ

iiiiiiiiill
空
ロ
画
凹
完

り
め
剛
幽
狂

鑿

て
い
る
。

そ
の
後
、

の
原
因
究

明
、
診
断

方
法
の
向

上
な
ど
が

期
待
さ
れ

て
い
る
ポ

ジ
ト
ロ
ン

Ｃ
Ｔ
（
陽

電
子
放
出

断
層
蟻
彰

の
施
設
を

見
学
し
、

最
新
の
医

療
施
設
に

強
い
関
心

を
示
し
て

い
た
。

財
団
法
人
に
改
組
さ
れ
た
。
医
療
的
な
研
究

と
社
会
的
な
研
究
を
同
時
に
行
な
い
隣
接

し
た
医
療
セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉
施
設
な
ど

と
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
研
究
を
進
め

一
行
は
老
年
期
痴
呆
に
関
し
て

肥
』
釦
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
歓
迎
夕
食
懇
談
会

関
谷
勝
銅
・
参
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副

会
長
）
が
一
行
を
歓
迎
し
、
両
国
の
友
好
関

係
を
深
め
た
。

Ⅲ
唖
加
日
本
社
会
事

業
大
学
の
京
極
高
宣
学

長
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

京
極
学
長
か
ら
老
人

福
祉
を
中
心
と
し
た
、

日
本
の
社
会
保
障
、
社

会
福
祉
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
た
。
京
極
学
長

は
、
ま
ず
日
本
の
社
会

保
障
の
歴
史
に
つ
い
て

二
九
四
六
年
に
戦
後
初

め
て
の
社
会
保
障
の
法

律
が
制
定
さ
れ
、
一
九

六
○
年
か
ら
八
○
年
代

に
か
け
て
発
展
し
、
昨

年
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
施
行
さ
れ
た
」
と
説

明
し
た
。
現
在
、
日
本

８
月
７
日
脚
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新千年民主党

自民連

ハンナラ党

民国党

韓国児童・人口・環境

議員連盟事務局長

チュ・ミ・エ議員（団長）
ソン・クワン・木議員

スー・サン・スップ議員

カン・ソック・ジャ議員

リー・サン・ミ

巴.韓国議画議薑.団騨Ｗｉｌ－
■｢■二.■しり《鱸鑓Ⅶ｡iJii靭蕊蕊i罎違霊
口熱塾ﾙｨｳ■nJ■/■IilfJJJ

で
は
少
子
・
高
齢
化
現
象
に
よ
り
、
老
人
の

割
合
が
増
加
し
、
若
者
の
年
金
負
担
額
が
上

昇
し
て
い
る
。
政
府
も
年
金
を
受
け
ら
れ
る

年
齢
を
上
げ
、
年
金
額
を
減
少
さ
せ
、
労
働

者
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
し
て

い
る
。
今
ま
で
社
会
的
弱
者
を
国
が
保
護
す

る
た
め
の
社
会
保
障
だ
っ
た
が
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
の
二
十
一
世
紀
は
、
社
会
の
連
帯
、

そ
し
て
自
立
を
求
め
た
社
会
保
障
政
策
が
必

要
と
な
る
。
今
後
、
年
金
制
度
の
適
正
化
を

は
か
り
、
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
患
者
の
負

担
金
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
医
療
制
度
を
改

め
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
が
維
持
で
き
る
よ
う
改
革

が
必
要
と
な
る
、
と
京
極
学
長
は
説
明
し
た
。

京
極
学
長
は
韓
国
語
で
記
述
し
た
自
著
「
日

本
現
代
福
祉
学
総
覧
」
を
全
議
員
に
贈
呈
。

一
行
は
大
変
有
益
で
参
考
に
な
る
と
感
謝
し

た
。

午
後
京
都
視
察
後
、
神
戸
へ
移
動

９
ｍ
妬
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

８
月
８
日
㈱

一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の

一
部
を
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
し
た
メ

モ
リ
ア
ル
・
ハ
ー
ク
を
視
察
。
一
行
は
、
震
災

被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
目
の
当
り
に
し
、
驚

き
を
隠
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

蝿

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

震
災
の
記
録
や
復
興
計
画
な
ど
を
展
示
し

て
い
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
館
（
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
）
を
見
学
。
震
災
後
の

生
活
再
建
と
復
興
の
た
め
の
政
府
・
自
治
体

の
対
応
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
エ
リ
ア

大
規
模
工
場
の
遊
休
化
に
伴

な
い
土
地
利
用
転
換
の
動
き

が
進
ん
で
い
る
神
戸
市
中
央

区
東
部
か
ら
灘
区
西
部
に
ま

た
が
る
臨
海
部
で
は
、
東
部

新
都
心
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
）
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一

行
は
バ
ス
で
基
盤
整
備
が
進

ん
で
い
る
地
域
を
視
察
し
た
。

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
の
住
宅
エ
リ
ア

で
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設

や
災
害
に
強
く
安
全
で
快
適

な
住
宅
環
境
作
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
若
い
世
帯
の

入
居
が
少
な
い
た
め
、
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
説

明
を
受
け
た
。
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韓国の人口・開発事情視察議員団が来日友好、親善深める

、
恥
咀
Ａ
Ｕ
ｌ
Ｃ
Ｋ
（
神
戸
ア
ジ
ア
都
市

情
報
セ
ン
タ
ー
）

Ａ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
の
金
光
清
行
事
務
局
長
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
世
界
人
口
が
増
加
を
続
け
る
中
、

人
口
が
都
市
へ
集
中
す
る
都
市
化
が
大
き
な神戸市の「しあわせ村」で

過
》
釦
し
あ
わ
せ
の
村
視
察

し
あ
わ
せ
の
村
の
七
つ
の
運
営
団
体
の
一

つ
で
あ
る
、
財
団
法
人
こ
う
べ
市
民
福
祉
振

興
会
の
竹
入
正
視
常
務
理
事
が
、
同
施
設
の

概
要
を
説
明
し
た
。
構
想
に
十
年
、
建
設
に

十
八
年
か
け
て
建
設
さ
れ
た
総
合
福
祉
施
設

〃
し
あ
わ
せ
の
村
〃
は
、
平
成
元
年
に
運
営

を
開
始
し
、
班
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
巨
大
な
敷
地

に
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
・
教
育
・
労
働
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
数
多
く
の
施
設
が
緑
豊
か
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
な
ど
の
大
都
市

だ
け
に
係
ら
ず
、
神
戸
の
よ
う
な
中
核
都
市

で
も
人
口
の
都
市
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
大
都
市
に
ほ
と
ん
ど
の
資
金
や
情
報
が

流
れ
て
し
ま
う
た
め
、
中
核
都
市
は
常
に
不

利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
は
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
神
戸
市
の
支
援
の
も
と
設

立
さ
れ
、
都
市
問
題
の
調
査
研
究
や
、
研
修

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
韓
国
第
二
の
都
市
、

プ
サ
ン
か
ら
来
た
カ
ン
議
員
は
、
神
戸
が
プ

サ
ン
と
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
に
理
解
を
示
し
、
両
都
市
が
今
後
、
更
に

友
好
関
係
を
深
め
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

０
．
０

１
．
３

午
後 1８１６ 自
然
の
中
に
建
っ
て
い
る
。
当
日
も
、
若
者

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
の
人
が
こ
の
施
設

を
利
用
し
て
い
た
。
｜
行
は
広
大
な
敷
地
内

を
バ
ス
で
視
察
し
た
後
、
婦
人
交
流
施
設
内

に
あ
る
福
祉
機
器
総
合
ホ
ー
ル
を
見
学
し
た
。

各
種
福
祉
機
器
の
展
示
や
販
売
を
行
な
っ
て

お
り
、
福
祉
機
器
を
手
に
と
っ
て
説
明
を
受

け
て
い
た
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
モ
デ

ル
住
宅
に
上
が
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配

慮
し
た
住
宅
を
自
ら
体
験
し
て
い
た
。
神
戸

市
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
自
然
を

生
か
し
た
広
大
な
行
き
届
い
た
施
設
に
感
嘆
。

一
度
是
非
体
験
入
村
し
て
み
た
い
と
感
想
を

も
ら
し
、
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。

８
月
９
曰
㈱

0０３０

Ｋ
ｌ
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
関
空
へ
移
動

関
空
か
ら
韓
国
へ

（
加
藤
祐
子
）

明
石
海
峡
大
橋
見
学

Ａ
Ｕ
ｌ
ｃ
Ｋ
主
催
夕
食
会
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｢世界人ﾛﾃﾞｰ｣特別ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

七
月
十
一
日
の
「
世
界
人
口
デ
ー
」
を
前

に
、
人
口
問
題
協
議
会
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家

族
計
画
国
際
協
力
財
団
）
、
日
本
家
族
計
画
連

盟
主
催
で
、
七
月
一
一
一
日
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
、
国
連
人
口
部
が
発
表
し
た
「
世
界

人
口
将
来
推
計
」
に
よ
る
と
、
二
○
五
○
年

の
世
界
人
口
は
中
位
推
計
で
九
十
一
一
一
億
人
と

な
り
、
わ
ず
か
五
十
年
間
で
一
一
一
十
一
一
一
億
人
増

加
す
る
計
算
と
な
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「
人
類
の
挑
戦
Ｉ
残
さ
れ
た
五
十
年
を
ど
う
生

き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
四
人
の
討
論
者
が

人
口
問
題
解
決
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

を
発
表
し
た
。

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
で
あ
る

黒
田
俊
夫
博
士
に
よ
る
と
、
今
後
五
十
年
間

の
人
類
の
行
動
が
人
類
未
来
の
重
要
な
カ
ギ

と
な
る
と
述
べ
た
。
「
人
口
爆
発
の
前
期
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
一
九
五
○
年
か
ら
二
○
○
○

年
は
、
人
口
が
宏
億
人
か
ら
六
十
億
人
と
拡

大
し
、
五
十
年
間
で
二
十
五
億
人
増
加
し
た
。

「
人
口
爆
発
の
後
期
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
今
後

五
十
年
間
は
、
世
界
の
人
口
秩
序
に
大
変
動

が
生
ず
る
、
と
警
告
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
フ
リ
カ
の
人
口
の
変
化
を
例
に
と
る
と
、

半
世
紀
前
に
は
ア
フ
リ
カ
の
人
口
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
四
○
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
日
で

は
ほ
ぼ
同
水
準
に
、
そ
し
て
半
世
紀
後
に
は
、

ア
フ
リ
カ
人
口
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
・
三
倍
の

二
十
億
人
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
で
あ
る
秋
山
豊

寛
氏
は
、
人
口
爆
発
の
根
源
は
、
女
性
が
望

ま
ず
し
て
妊
娠
し
、
子
ど
も
を
生
む
か
ら
で

あ
り
、
女
性
が
希
望
す
る
数
で
出
生
率
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
れ
ば
、
人
口
問
題
は
解
決

出
来
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
先
進
国
と
途
上

国
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
１
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

問
題
で
あ
り
、
先
進
国
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ

ル
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
福
島
県
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー
「
女
と
男
の
未
来
館
」
の
館
長
で
あ

る
下
村
満
子
女
史
は
、
人
口
問
題
は
人
間
が

不
遜
に
な
り
、
人
間
中
心
主
義
の
世
界
で
そ

の
他
の
環
境
・
生
き
物
・
資
源
な
ど
を
蔑
ろ

に
し
て
き
た
か
ら
問
題
と
な
っ
た
と
述
べ
た
。

人
間
は
自
分
の
欲
望
を
満
た
す
た
め
、
物
質

的
な
豊
か
さ
を
求
め
て
生
き
て
い
る
。
先
進

国
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
途
上
国
で
も
先

進
国
に
追
い
つ
こ
う
と
邇
進
し
、
更
に
環
境

を
劣
化
さ
せ
て
い
る
。
人
類
が
地
球
生
命
体

の
一
部
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
の
転
換
を
し

な
い
限
り
、
地
球
は
滅
亡
す
る
と
警
告
し
た
。

人
口
問
題
協
議
会
会
長
で
前
国
連
事
務
次

長
の
明
石
康
氏
は
、
二
十
世
紀
は
人
類
か
つ

て
無
い
ほ
ど
の
経
済
的
・
科
学
的
発
展
を
と

げ
た
が
、
倫
理
・
道
徳
の
面
で
人
間
は
む
し

ろ
貧
困
化
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
現
在
十
二

億
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
絶
対
的
貧
困
層
が

減
少
す
れ
ば
、
人
口
問
題
解
決
に
役
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
貧
困
の

被
害
者
と
な
っ
て
い
る
女
性
の
地
位
が
向
上

し
、
物
事
を
自
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
人
口
問
題
解
決
の
道
で
あ
る
と
述
べ
た
。
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環
境
に
配
慮
し
な
い

Ｗ
Ｔ
◎

国
際
人
□
問
題
議
員
懇
談
会
が
ヒ
ラ
リ
ー
・
フ
レ
ン
チ

ワ
ー
ル
Ｆ
ウ
ォ
ッ
チ
副
所
長
を
招
き
勉
強
会

一
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
の
国
際
協
力
部
会
と
地
球
規
模
問
題
部
会
は
九
一

）
月
五
日
㈱
、
参
議
院
議
員
会
館
で
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ヘ

ー
フ
レ
ン
チ
首
席
副
所
長
を
招
い
て
合
同
部
会
を
開
き
、
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
グ
ロ
ー
｛

｝
バ
ル
化
が
地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
な
っ
た
。

／

フ
レ
ン
チ
女
史
は
、
次
の
通
り
見
解
を
述
ネ
ッ
ト
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
情
報
経
済
の
側
面
、

べ
た
。

ま
た
地
球
環
境
の
側
面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
の
設
立
以
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
地
球
環
境
全
体
に
大
き

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
の
与
え
る
影
響
が
ク
ロ
ー
な
影
響
を
与
え
、
適
切
な
政
策
が
必
要
と
な
っ

ズ
ァ
ッ
プ
さ
れ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
シ
ア
ト
ル
会
議
て
い
る
。

以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
見
方
が
大
き
く
変

ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
を
含
む
環
境

わ
り
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
環
境
、
団
体
の
研
究
に
よ
る
と
、
現
在
多
く
の
生
物

地
球
の
健
康
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
反
対
派
「
種
」
の
絶
滅
、
漁
業
資
源
の
枯
渇
な
ど
の
問

に
よ
る
抗
議
が
過
激
化
す
る
な
ど
、
重
大
な
題
が
発
生
し
、
「
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
的
に
持
続
可
能
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

こ
れ
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
用
語
は
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

広
義
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
主
に
貿
易
や
資

世
界
の
連
携
が
強
く
な
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化

金
の
流
れ
な
ど
の
経
済
的
側
面
、
イ
ン
タ
ー
が
進
ん
で
き
た
一
九
五
○
年
以
降
、
林
産
物

の
貿
易
量
は
五
倍
、
海
産
物
も
五
倍
、
農
産

物
に
関
し
て
も
一
九
六
一
年
以
降
で
一
一
一
倍
に

増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
森
林
伐
採
や
漁
業
資

源
の
枯
渇
を
引
き
お
こ
し
、
乱
開
発
や
乱
獲

は
法
基
盤
の
弱
い
国
で
最
も
顕
著
に
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
次
産
品
の
輸
出

入
の
拡
大
は
先
進
国
に
対
す
る
影
響
よ
り
も

脆
弱
な
開
発
途
上
国
に
大
き
く
影
響
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
天
然
資
源
の
枯
渇
だ
け

で
は
な
く
、
有
害
物
質
の
世
界
的
な
拡
散
も

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
で

は
非
常
に
危
険
な
環
境
被
害
を
も
た
ら
す
化

学
物
質
が
こ
の
数
年
間
で
十
万
ト
ン
も
輸
入

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
投
資
の
四
○
％
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
に
対
す
る
直
接
投
資
の
二
○
％
は
化
学

工
業
分
野
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
危
険
な
産
業
や
環

境
に
被
害
を
も
た
ら
す
技
術
が
開
発
途
上
国

に
移
転
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
技

術
が
先
進
国
か
ら
途
上
国
に
移
転
さ
れ
て
い

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
風
力
発
電
の

場
合
、
イ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
中
国
な

ど
で
は
先
進
国
と
の
合
弁
企
業
で
こ
の
十
年

間
、
風
力
発
電
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
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電
力
消
費
が
少
な
い
蛍
光
灯
な
ど
の
生
産
技

術
が
移
転
さ
れ
、
中
国
で
は
現
在
、
世
界
で

最
も
多
く
蛍
光
灯
を
生
産
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
的
に
良
い
方
法
で
作
ら
れ
た

農
産
品
に
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
認
定
す
る
方
法

も
、
先
進
国
の
消
費
者
に
訴
え
か
け
る
こ
と

が
出
来
、
そ
の
結
果
と
し
て
途
上
国
の
生
産

者
が
環
境
的
に
適
切
な
農
業
生
産
を
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
良
い
形
で
の
国
際
貿
易
も
生
み
出
し
て
い

る
。今
年
の
十
一
月
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
を
見
直

す
閣
僚
会
議
が
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
国
際
機
関
の
中
で
唯
一
、
骨
の
あ

る
機
関
で
あ
り
、
具
体
的
な
執
行
力
と
し
て

の
貿
易
制
裁
の
権
限
を
も
っ
て
い
る
が
、
基

本
的
に
環
境
問
題
に
対
し
何
の
関
心
も
持
っ

て
い
な
い
た
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
定
め
た
貿
易
ル
ー

ル
が
各
国
の
定
め
た
環
境
保
護
の
法
律
と
抵

触
す
る
場
合
が
発
生
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

哲
学
と
し
て
環
境
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

科
学
的
な
証
明
が
明
ら
か
に
出
来
る
場
合
の

み
制
限
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
一
方
、

環
境
分
野
団
体
は
科
学
的
立
証
が
無
い
前
に
、

未
来
を
見
越
し
て
政
策
を
考
え
る
と
い
う
子

防
原
則
を
訴
え
て
い
る
た
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
環

境
分
野
団
体
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ウ
シ
を
肥
育
す
る
際
の
ホ
ル
モ

ン
利
用
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
で
係
争
が
生
じ
た
。
ア
メ

リ
カ
は
ホ
ル
モ
ン
を
利
用
し
た
牛
肉
の
輸
入

に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
を
開
放
す
る
よ

う
に
求
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ホ
ル
モ
ン
を

利
用
し
た
ウ
シ
の
輸
入
を
認
め
な
い
国
内
法

を
持
つ
国
が
多
く
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
は

国
内
法
を
変
更
す
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
と

応
じ
た
た
め
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
さ
れ
、
結

局
Ｅ
Ｕ
が
敗
訴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ

Ｕ
は
チ
ー
ズ
そ
の
他
に
制
裁
を
科
せ
ら
れ
な

が
ら
も
国
内
法
を
変
更
す
る
つ
も
り
は
全
く

な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
す
れ
ば
地
球
環
境
が
持
続
で
き
な
い
以
上
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
場
で
も
環
境
に
配
慮
し
た
貿
易
ル
ー

ル
の
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
の
場
合
に
問
題
に
な
る

の
が
国
際
機
関
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
持
つ
突
出

し
た
権
限
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
非
常
に
多
く

の
権
限
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
国

連
機
関
は
ほ
と
ん
ど
権
限
を
も
っ
て
お
ら
ず
、

非
常
に
不
均
衡
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
に
環
境
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

を
例
え
ば
Ｗ
Ｅ
Ｏ
（
世
界
環
境
機
関
）
の
よ

う
な
強
力
な
対
抗
機
関
を
創
設
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

シ
ア
ト
ル
会
議
の
際
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
結
集
し

て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
反
対
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

各
国
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を
世
界
レ

ベ
ル
へ
結
束
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

く
る
。

△
ロ
同
部
会
に
出
席
し
た
桜
井
新
・
参
議
院

議
員
は
、
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
見
直
し
交
渉
が
十
一
月

か
ら
始
ま
る
が
、
農
産
物
の
価
格
を
自
由
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
条
件
の
悪
い
地
域
ほ
ど

大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
自
由

価
格
・
自
由
貿
易
と
い
う
一
点
で
貿
易
ル
ー

ル
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
開
発
途
上
国
と

の
熾
烈
な
競
争
に
晒
さ
れ
る
｝
」
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
で
環
境
的
に
適
合
し
た
農
業

や
漁
業
を
計
画
的
に
実
施
し
よ
う
と
し
て
農

民
や
漁
民
が
努
力
し
て
き
た
も
の
が
、
こ
の

価
格
競
争
の
結
果
、
全
く
無
に
帰
そ
う
と
し

て
い
る
。
途
上
国
に
し
て
も
輸
出
志
向
で
売

れ
る
も
の
を
作
る
た
め
に
、
常
に
マ
ー
ヶ
ッ
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環境に配慮しないＷＴＯ

卜
の
方
ば
か
り
を
見
て
、
結
果
的
に
安
定
生

産
で
は
な
く
、
農
民
同
士
の
つ
ぶ
し
あ
い
に

な
っ
て
い
る
。
弱
い
も
の
が
最
も
被
害
を
受

け
、
苦
し
い
も
の
同
士
が
首
を
締
め
合
う
よ

う
な
悲
惨
な
状
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
十
一
月
の
カ
タ
ー
ル
会
議
で
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
ル
ー
ル
の
抜
本
的
な
改
定
が
必
要
で
あ
り
、

第
一
次
産
品
と
そ
の
他
を
分
け
る
よ
う
な
明

確
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
訴
え
、

環
境
分
野
で
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
ワ
ー

ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
と
の
協
力
関
係
の
強

化
を
求
め
た
。

熊
谷
市
雄
・
衆
議
院
議
員
は
、
フ
レ
ン
チ

副
所
長
の
意
見
に
賛
同
し
、
「
農
業
と
は
食
べ

物
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
を
防
ぐ
な
ど

多
面
的
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
自
然
と
共
生

で
き
る
環
境
的
農
業
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

清
水
嘉
与
子
・
参
議
院
議
員
は
、
「
二
○
○

○
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
議
の

際
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
逆

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
発
言
さ
せ
る
場
を
設
け
た
こ
と

で
、
問
題
な
く
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
こ
と
が
出
来
た
」
と
い
う
成
功
例
を
取

り
上
げ
、
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
と
の
関
係

を
強
化
し
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

川
橋
幸
子
・
参
議
院
議
員
は
、
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
環
境
，
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
問
題
を
農
業
・
食

料
貿
易
を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
が
、
労
働
の

面
で
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

女
性
運
動
が
起
こ
っ
た
時
、
女
性
の
平
等
を

獲
得
す
る
運
動
に
留
ま
ら
ず
、
女
性
の
自
立

支
援
な
ど
の
運
動
に
も
広
が
っ
た
。
こ
れ
ら

の
運
動
は
ま
た
労
働
条
件
の
変
化
を
生
み
、

環
境
的
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
う
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
中
で
女
性
の
権
利
の
向
上
と
そ
れ

が
環
境
に
与
え
る
影
響
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
意
見
を
述
べ

た
。加
藤
修
一
・
参
議
院
議
員
は
、
「
公
的
機
関

か
ら
発
展
途
上
国
に
対
し
て
の
融
資
に
関
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
融
資
を
行
な
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
世
界
的
課
題

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
？
」
と
意
見
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
、

フ
レ
ン
チ
副
所
長
は
、
「
リ
オ
で
も
先
進
国
が

途
上
国
へ
援
助
の
拡
大
を
約
束
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
リ
オ
以
降
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
減
少
し
て
い

る
。
世
界
的
景
気
が
悪
化
す
る
中
、
対
外
援

助
は
今
後
も
減
少
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
そ
の

た
め
、
資
金
の
総
額
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
援
助
の
”
質
〃
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
環
境
・
社
会
的
目
的
を
成
し

遂
げ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
を
仕

向
け
、
ま
た
民
間
か
ら
の
資
金
の
流
れ
も
、

持
続
可
能
な
投
資
に
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う

な
投
資
が
必
要
と
な
る
。
」
と
答
え
た
。

最
後
に
、
南
野
知
惠
子
・
厚
生
労
働
副
大

臣
が
、
京
都
議
定
書
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

立
場
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
の
に
対
し
、

フ
レ
ン
チ
副
所
長
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
国
民
は
、

気
候
変
動
を
抑
え
る
た
め
何
ら
か
の
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
環

境
に
つ
い
て
は
最
も
関
心
の
あ
る
事
柄
で
は

な
く
、
最
も
意
識
し
て
い
る
事
柄
は
〃
犯
罪
〃

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
治
家
も
そ
ち
ら

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
し
ま
い
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
財
界
の
声
が
優

先
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

議
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
企
業
が
国
際
ル
ー
ル
に
孤
立
し
な
い
よ

う
に
、
国
内
で
類
似
の
法
律
を
書
き
上
げ
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
」
と
、
ア
メ
リ
カ

国
内
の
動
き
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
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国際人ロ問題議員懇談
オベイドUNFPA事務局長とブリュッ

談
し
た
。
同
懇
談
会
に
は
、
土
井
た
か
子
・

顧
問
、
鹿
野
道
彦
・
会
長
代
行
、
関
谷
勝
胴
・

副
会
長
、
広
中
和
歌
子
・
副
会
長
、
清
水
嘉

与
子
・
事
務
総
長
、
南
野
知
惠
子
・
副
事
務

総
長
、
大
渕
絹
子
・
幹
事
が
出
席
し
た
。

今
年
二
月
に
事
務
局
長
に
就
任
し
た
ト
ラ

ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
は
、

今
後
、
更
に
効
率
的
で
活
発
な
活
動
を
行
な

う
た
め
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
改
善
す
べ
き
点
に

つ
い
て
、
①
人
口
問
題
に
強
い
関
心
と
熱
意

を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
一
四
一
カ
国
で
活

動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ

の
質
を
高
め
、
有
効
な
戦
略
を
た
て
て
い
き

国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
）
は
、
九
月
十
八

日
脚
参
議
院
議
員
会

館
で
役
員
会
を
開
き
、

来
日
中
の
オ
ベ
イ
ド

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事
務
局

長
と
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ

ン
国
際
家
族
計
画
連

盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事

務
局
長
を
迎
え
、
懇

た
い
。
②
人
口
と
開
発
、
家
族
計
画
を
含
む

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
い
う
大
き

な
一
一
つ
の
分
野
で
活
動
を
し
て
い
る
が
、
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
イ
メ
ー
ジ
を
途
上
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

政
府
な
ど
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
て

い
く
ｌ
と
い
う
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

人
口
問
題
は
、
環
境
、
人
口
移
動
、
貿
易
、

病
気
、
政
治
的
な
安
定
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
問
題
に
影
響
を
与
え
る
の
で
引
き
続
き

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
参
加
議
員
に

訴
え
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一

九
九
五
年
か
ら
四
二
○
○
万
ド
ル
も
収
入
が

減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
五
○
○
万
ド

ル
は
日
本
か
ら
の
拠
出
金
が
減
少
し
た
た
め

で
あ
る
。
日
本
を
含
む
ド
ナ
ー
国
に
人
口
問

題
の
重
要
性
と
、
資
金
の
必
要
性
に
つ
い
て

よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ッ
フ
を
ド
ナ
ー
国

に
派
遣
す
る
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

経
済
情
勢
が
悪
化
す
る
中
、
オ
ベ
イ
ド
事
務

局
長
は
、
日
本
の
財
政
事
情
に
理
解
を
示
し

た
が
、
さ
ら
に
日
本
が
引
き
続
き
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
強
力
な
資
金
援
助
を
し

て
ほ
し
い
’
と
陳
情
し
た
。

イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ユ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ

事
務
局
長
は
、
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
最
大
の

ド
ナ
ー
国
と
し
て
日
本
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
」
と
述
べ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

と
日
本
政
府
、
さ
ら
に
日
本
の
政
治
家
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

ま
た
、
途
上
国
で
増
え
続
け
る
物
資
の
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
ア
フ
リ
カ
で
は
年
間

一
人
当
た
り
四
つ
の
コ
ン
ド
ー
ム
し
か
供
給

出
来
な
い
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
を
予
防
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
物
資
を
提
供

す
る
た
め
の
資
金
の
提
供
を
訴
え
た
。

日
本
が
今
ま
で
拠
出
金
の
見
直
し
を
す
る

際
、
全
て
の
分
野
を
一
律
カ
ッ
ト
す
る
の
で

は
な
く
、
十
分
吟
味
し
、
特
に
ニ
ー
ズ
が
高

い
と
こ
ろ
に
重
点
配
分
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、

今
後
も
適
正
な
拠
出
金
の
決
定
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
述
べ
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
は
、
両
事
務
局
長
の
話
し

に
理
解
を
示
し
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長

を
中
心
に
超
党
派
の
議
員
グ
ル
ー
プ
と
し
て

最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

（
加
藤
祐
子
）
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にゆ－すふお－らむ

毎
日
コ
ミ
ュ
ー
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
二

十
日
、
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
を
対

象
と
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
・
地
元
就
職
志
向

調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
出
身
地
以

外
の
大
学
に
進
学
し
た
学
生
の
出
身
地

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
は
七
四
・

○
％
で
前
年
よ
り
六
・
七
ポ
イ
ン
ト

増
え
、
Ｕ
タ
ー
ン
志
向
は
二
年
連
続
で

増
加
し
た
。

東
京
都
以
外
の
道
府
県
出
身
の
大
学

生
が
対
象
で
二
千
七
百
十
八
人
か
ら

屋畢ヨ に
ゅ
う
す
ふ
お
－
ら
む

増える大卒の

Ｕターン志向
－－－－￣-－－－-－

'11身MMiiimi窪i#'1%に

昨
年
一
年
間
に
生
ま
れ
た
「
ミ
レ
ニ

ァ
ム
ベ
ビ
ー
」
が
前
年
の
新
生
児
よ
り

約
一
万
三
千
人
増
え
、
｜
人
の
女
性
が

生
涯
に
産
む
平
均
の
子
供
の
数
（
合
計

特
殊
出
産
率
）
も
一
・
三
五
人
と
、
わ

ず
か
に
上
昇
し
た
こ
と
が
一
一
十
日
，
厚

生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
で
分
か
っ

た
。
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
昭
和
五
十

回
答
を
得
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
九

六
年
の
調
査
か
ら
年
々
下
が
り
九
九
年

は
六
一
一
一
・
五
％
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
五

年
ぶ
り
に
上
昇
、
今
年
も
大
幅
に
増
加

し
た
。

函

増
え
る
「
結
婚
・
出
産
」
、
最
多
の
「
離
婚
」

ミ
レ
ー
ー
ア
ム
人
ロ
動
態
統
計

二
年
以
来
、
最
多
で
、
こ
ち
ら
も
ミ
レ

ニ
ァ
ム
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
同

省
は
一
時
的
な
現
象
と
み
る
が
，
「
皇
室

の
お
め
で
た
が
伝
え
ら
れ
た
後
で
も
あ

り
、
も
し
か
し
た
ら
、
と
い
う
期
待
は

あ
る
」
と
、
少
子
化
へ
の
歯
止
め
と
し

て
注
目
し
て
い
る
。

統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
生
ま
れ
た
赤

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
が
増
え
た
背
景
と
し

て
、
同
社
は
、
来
春
の
新
卒
雇
用
募
集

が
緩
や
か
な
が
ら
上
昇
し
、
地
元
も
就

職
先
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
介
護
や
福

祉
へ
の
関
心
が
高
ま
り
親
元
で
働
き
た

い
学
生
が
増
え
た
な
ど
と
分
析
し
て
い

る
。Ｕ
タ
ー
ン
就
職
や
地
元
の
大
学
か
ら

地
元
の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
理
由

（
複
数
回
答
）
は
、
「
出
身
地
が
好
き
」
（
五

二
・
五
％
）
、
「
地
元
の
貢
献
し
た
い
」
（
三

二
・
八
％
）
、
「
親
元
に
近
い
」
（
一
二
・

四
％
）
が
多
か
っ
た
。

［
荒
木
功
］

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
｜
・
六
・
二
十
｜
）

●
露
の
総
人
口
卯
％
が
貧
困
…
…
幻

●
独
・
移
民
毎
年
５
万
人
受
入
…
幻

●
私
大
の
三
割
定
員
割
れ
…
…
…
銅

●
生
涯
医
蕊
織
平
二
千
三
百
万
円
…
羽

●
出
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ち
や
ん
は
約
百
十
九
万
人
。
初
産
の
平

均
年
齢
は
過
去
最
高
の
二
十
八
・
○
歳

で
、
昭
和
四
十
年
に
比
べ
て
二
・
三
歳

上
が
っ
た
。
二
十
代
の
出
産
は
前
年
比

で
約
一
万
人
減
り
、
三
十
代
が
二
万
人

以
上
増
え
た
。

出
産
率
が
前
年
比
で
増
え
た
の
は
平

成
八
年
以
来
、
四
年
ぶ
り
。
昭
和
四
十

年
代
は
二
二
人
前
後
で
推
移
し
て
い

た
が
、
五
十
年
に
二
人
を
割
っ
て
以
降

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

出
産
率
の
上
昇
に
つ
い
て
、
同
省
は

「
ミ
ヒ
ー
ア
ム
ベ
ビ
ー
の
影
響
か
ど
う
か

は
不
明
」
と
し
て
い
る
が
、
平
成
十
一

年
の
出
産
率
は
過
去
最
低
の
一
・
三
四

人
で
、
「
産
み
控
え
」
と
も
み
ら
れ
る
減

少
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
昭
和

五
十
二
年
以
来
、
最
多
の
約
八
十
万
組
。

初
婚
年
齢
の
平
均
は
男
性
二
十
八
・
八

歳
、
女
性
は
二
十
七
・
○
歳
で
、
い
ず

れ
も
前
年
比
で
上
昇
し
た
。

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
婚
」
の
影
響
の
ほ
か
、

「
十
二
年
十
一
一
月
十
二
日
」
な
ど
の
記
念

日
が
あ
る
か
ど
う
か
で
結
婚
件
数
が
増

減
す
る
傾
向
も
あ
る
と
い
う
。

同
省
統
計
情
報
部
は
、
晩
婚
化
と
出

産
高
齢
化
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
と
み

て
お
り
、
「
こ
の
結
果
だ
け
で
は
、
長
期

的
な
少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
と
は
い
え
な
ど
と
し
て
い
る
。

一
方
、
離
婚
件
数
も
約
一
一
十
六
万
五

千
組
で
最
多
を
記
録
。
同
居
期
間
が
一
一
一

十
五
年
以
上
の
「
熟
年
結
婚
」
が
一
○
％

以
上
の
高
い
増
加
率
を
示
し
た
。
ま
た
、

【
北
京
一
一
十
一
日
Ⅱ
石
井
利
尚
】
中
国

で
は
大
規
模
干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
中
国

水
利
省
の
張
基
完
次
官
は
二
十
一
日
、

北
京
で
会
見
し
、
全
国
耕
地
面
積
の
約

二
一
一
％
に
当
た
る
農
地
約
一
一
千
九
百
一
一
一

十
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
、

農
民
二
千
二
百
六
十
万
人
と
家
畜
千
四

百
五
十
万
頭
が
一
時
飲
み
水
不
足
に
直

面
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

被
害
が
深
刻
な
の
は
、
山
東
省
を
中

心
に
し
た
北
部
一
帯
。
天
津
市
や
遼
寧

省
大
連
、
河
北
省
唐
山
な
ど
全
国
十
七

省
の
三
百
六
十
四
都
市
で
、
毎
日
千
三

百
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
が
不
足
、

都
市
住
民
一
一
千
百
九
十
八
万
人
に
影
響

が
出
て
い
る
。
張
次
官
は
「
今
月
中
旬

の
雨
で
緩
和
さ
れ
た
地
域
も
あ
る
が
、

北
部
は
干
ば
つ
が
続
き
、
貯
水
量
は
不

十
分
だ
」
と
述
べ
各
被
災
地
に
国
務

函中国干ばつ深刻
耕
地
の
皿
％
に
影
響

自
殺
者
数
は
前
年
よ
り
減
っ
た
も
の
の
、

三
年
連
続
で
三
万
人
を
超
え
た
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
｜
・
六
・
二
十
一
）

院
対
策
チ
ー
ム
を
急
派
し
た
こ
と
を
説

明
し
た
。

干
ば
つ
は
、
三
月
以
降
の
降
雨
量
不

足
と
高
温
な
ど
の
異
常
気
象
が
原
因
。

二
年
連
続
の
干
ば
つ
被
害
を
受
け
て
い

る
吉
林
、
遼
寧
両
省
の
農
村
で
は
、
作

物
を
食
い
荒
ら
す
バ
ッ
タ
が
大
量
発
生

し
て
い
る
と
い
う
。

中
国
で
は
昨
年
、
干
ば
つ
な
ど
の
影

響
で
、
食
糧
生
産
が
前
年
比
で
九
％
減

少
。
対
策
を
指
揮
す
る
温
家
宝
副
首
相

は
今
月
に
入
り
、
山
東
、
遼
寧
、
吉
林

各
省
の
被
災
地
を
訪
れ
、
人
海
戦
術
に

よ
る
雨
水
貯
水
タ
ン
ク
増
設
や
水
搬
送
、

被
災
農
民
の
出
稼
ぎ
労
働
あ
っ
せ
ん
と

税
減
免
な
ど
、
各
地
方
政
府
に
救
済
措

置
を
緊
急
指
示
し
た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
・
六
・
二
十

一一）
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にゆ－すふお－らむ

日
本
の
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い

る
。
総
務
省
が
二
十
九
日
発
表
し
た
二

○
○
○
年
の
国
勢
調
査
抽
出
速
報
集
計

に
よ
る
と
、
同
年
十
月
一
日
現
在
の
六

十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
二
千
二
百

二
十
七
万
人
と
前
回
一
九
九
五
年
調
査

に
比
べ
て
二
二
・
○
％
（
四
百
一
万
人
）

増
と
な
っ
た
。
総
人
口
（
一
億
一
一
千
六

百
九
十
一
一
万
人
）
に
占
め
る
割
合
は
一

七
・
五
％
と
前
回
よ
り
一
一
一
・
○
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
’
九
二
○
年
の
国
勢
調
査

園
閲
歳
以
上
が
蒟
歳
未
満
上
回
る

老
年
人
ロ
は
５
年
で
四
百
万
人
増

開
始
以
来
初
め
て
十
五
歳
未
満
の
年
少

人
口
の
割
合
二
四
・
五
％
）
を
上
回
っ

た
。老
年
人
口
は
五
○
年
の
四
百
十
六
万

人
か
ら
五
十
年
間
で
約
五
倍
に
急
増
し

た
計
算
。
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
イ

タ
リ
ア
二
八
・
二
％
）
に
次
ぐ
世
界

第
二
位
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
一

般
世
帯
は
千
五
百
二
十
六
万
世
帯
と
前

回
に
比
べ
一
九
・
四
％
増
。
こ
の
う
ち

夫
婦
の
み
な
ど
核
家
族
世
帯
の
割
合
は

前
回
の
四
○
・
四
％
か
ら
四
五
・
一
一
一
％

に
、
単
独
世
帯
が
一
七
・
一
一
％
か
ら
一

九
・
八
％
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
し
た
。
子

供
夫
婦
や
孫
と
同
居
す
る
世
帯
は
一
段

と
減
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
孤
独
な
生

活
ぶ
り
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

十
五
’
六
十
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口

は
前
回
比
一
・
一
一
一
％
（
百
十
七
万
人
）

減
の
八
千
六
百
万
人
と
調
査
開
始
以
来

初
め
て
減
少
。
年
少
人
口
は
千
八
百
四

十
五
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
十
五
歳
以
上

［
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
藤
生
竹
志
］
移
民
問

題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
政
府
の
諮
問
委

員
会
（
委
員
長
・
ジ
ュ
ス
ム
ー
ト
前
連

邦
議
会
議
長
）
は
四
日
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
移
民

対
策
を
見
直
し
て
毎
年
五
万
人
規
模
の

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な

ど
を
勧
告
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
内

［
モ
ス
ク
ワ
三
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
１
時
事
】
ロ

シ
ア
の
総
人
口
の
一
一
一
○
％
に
当
た
る
四

の
未
婚
率
は
男
性
が
三
一
・
五
％
、
女

性
が
一
一
三
・
四
％
と
な
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
｜
・
六
・

二
十
九
）匝窪図

ド
イ
ツ
「
移
民
毎
年
五
万
人
を
」

少
子
高
齢
化
対
応
で
見
直
し
勧
告

露の総人口30％

が貧困状態

｢鰯危機｣１Ｍ前より悪化

務
省
に
答
申
し
た
。

コ
ー
ル
前
政
権
は
「
ド
イ
ツ
は
移
民

国
家
で
は
な
い
」
と
の
基
本
姿
勢
を
貫

い
て
い
た
が
、
報
告
書
の
提
言
で
は
「
ド

イ
ツ
は
移
民
国
家
で
あ
る
」
と
明
言
、

移
民
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
だ
と
勧
告
し
て
い
る
。
狐
政
府
が

受
け
入
れ
れ
ば
、
移
民
対
策
の
百
八
十

千
四
百
万
人
が
貧
困
状
況
に
置
か
れ
、

生
活
水
準
は
一
九
九
八
年
の
経
済
危
機

以
前
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
、

国
家
統
計
委
員
会
が
発
表
し
た
今
年
上

半
期
の
経
済
指
標
で
分
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
貧
困
ラ
イ
ン
は
労
働
者
の

場
合
、
月
収
が
千
三
百
五
十
ル
ー
ブ
ル

（
約
六
千
円
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

発
表
に
よ
る
と
、
一
一
○
○
一
年
一
’

五
月
の
平
均
実
質
収
入
は
前
年
同
期
よ

り
六
％
上
昇
し
た
も
の
の
、
九
八
年
八

月
以
前
の
水
準
の
七
八
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
｜
・
七
・
五
）
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度
の
方
針
転
換
と
な
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
と
同
様
に

ド
イ
ツ
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労

働
力
が
す
で
に
不
足
し
て
い
る
。
受
け

入
れ
る
外
国
人
労
働
者
の
内
訳
に
つ
い

て
、
○
一
一
年
に
外
国
か
ら
の
移
民
二
万

人
▽
労
働
者
不
足
が
顕
著
な
業
界
を
中

心
に
、
最
長
で
五
年
間
、
二
万
人
の
外

国
人
労
働
者
▽
外
国
人
研
究
者
ら
の
人

材
瀞
二
万
人
ｌ
と
勧
告
し
て
い
る
．

人
口
約
八
千
一
一
一
百
万
人
の
ド
イ
ツ
に

今
春
の
入
試
の
結
果
、
新
入
生
の
数

が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
た
私
立
大
学
の

割
合
が
一
一
一
○
・
二
％
と
前
年
度
を
二
・

四
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
過
去
最
悪
を
更
新

し
た
こ
と
が
五
日
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
の
調
べ
で
わ
か
っ
た
。

新
入
生
が
定
員
の
六
割
に
満
た
な
か
っ

た
私
大
が
三
十
五
校
と
前
年
度
よ
り
十

三
校
も
増
加
、
少
子
化
な
ど
を
背
景
に

し
た
私
立
大
の
〃
冬
の
時
代
〃
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
文
部
科
学
省
は
、
経
営

が
悪
化
し
た
私
立
大
の
統
合
再
編
も
あ

函■１ｋ口の・編・鼈鍛再編…』

住
む
外
国
人
は
現
在
、
約
七
百
四
十
万

人
。
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
分
野
で
は
専

門
家
不
足
で
特
に
顕
著
で
、
独
政
府
は

約
一
年
前
か
ら
独
版
「
グ
リ
ー
ン
ヵ
ー

ド
」
制
度
を
導
入
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

分
野
な
ど
で
の
外
国
人
専
門
家
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
労
働
省
に
よ
る
と
、
現

在
、
八
千
人
以
上
の
技
術
者
が
仕
事
を

し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
｜
・
七
・
六
）

り
得
る
と
し
て
今
後
、
処
理
・
救
済
の

枠
組
み
づ
く
り
に
乗
り
出
す
。

◇

今
春
、
学
生
を
募
集
し
た
全
国
の
私

立
大
全
四
百
九
十
三
校
が
対
象
。
五
月

末
の
時
点
で
の
状
況
を
調
べ
た
。

定
員
割
れ
を
起
こ
し
た
の
は
百
四
十

九
校
で
、
前
年
度
の
百
三
十
一
校
よ
り

十
八
校
増
加
。
こ
の
う
ち
、
入
学
者
が

定
員
の
六
○
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
学

校
は
三
十
五
校
（
前
年
度
一
一
十
一
一
校
）

に
上
り
、
深
刻
な
入
学
者
減
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
学
校
の
増
加
が
顕
著
に
な
っ

た
。

一
方
、
志
願
者
総
数
は
前
年
度
比
約

七
万
七
千
人
増
の
二
百
八
十
九
万
九
千

五
百
一
一
十
人
と
九
年
ぶ
り
に
増
加
に
転

じ
た
。
同
事
業
団
は
「
新
し
い
学
部
・

学
科
へ
の
改
組
や
多
様
な
入
試
の
実
施

と
い
っ
た
経
営
努
力
が
一
因
」
と
評
価

し
て
い
る
。
し
か
し
志
願
倍
率
の
分
布

を
見
る
と
、
二
倍
未
満
が
前
年
度
よ
り

三
十
七
校
増
え
百
四
十
八
校
、
九
倍
以

上
の
高
競
争
率
も
前
年
度
よ
り
十
一
校

増
え
て
十
一
一
校
を
数
え
、
人
気
の
二
極

分
化
が
う
か
が
え
る
。

入
学
者
総
数
を
入
学
定
員
総
数
で
割
っ

た
入
学
定
員
充
足
率
は
、
前
年
度
と
同

様
の
二
三
・
七
％
だ
っ
た
。

私
立
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、
全
国

四
百
四
十
九
校
を
調
査
。
定
員
割
れ
は

Ｌ

二
百
四
十
六
校
で
全
体
の
五
四
・
八
％

と
前
年
度
か
ら
は
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
た
。
し
か
し
短
大
は
、
入
学
定

員
総
数
そ
の
も
の
が
前
年
度
よ
り
約
一

万
人
減
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学

定
員
充
足
率
は
九
一
・
六
％
と
前
年
度

よ
り
○
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

高
校
卒
業
者
数
は
、
平
成
二
年
度
の

約
百
七
十
六
万
七
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減

り
続
け
、
十
一
一
年
度
は
約
百
一
一
一
十
一
一
万

九
千
人
。
大
学
進
学
率
（
現
役
）
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
十
二
年
度
は
四
五
・

一
％
で
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。

私
立
大
学
改
革
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
は
経
営
的
側
面
と
教
育
・
研
究
的

側
面
の
双
方
か
ら
、
各
大
学
で
行
わ
れ

て
い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
事
例
集

と
し
て
ま
と
め
今
秋
に
も
公
表
す
る
予

定
。
「
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
進
め
経

営
的
に
も
足
腰
を
強
く
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

し
か
し
、
経
営
が
完
全
に
行
き
詰
ま
っ

た
ケ
ー
ス
が
出
た
場
合
は
「
公
金
に
よ

る
完
全
な
救
済
は
難
し
い
」
と
指
摘
。

統
合
再
編
を
促
す
た
め
の
情
報
交
換
や

相
談
窓
口
を
整
備
す
る
方
向
で
、
私
立

大
側
と
検
討
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。（
産
経
新
聞
二
○
○
｜
・
七
・
六
）
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わ
が
国
は
、
間
も
な
く
六
十
五
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
一
一
○
％
を
突
破
し
、

ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
超
高

齢
時
代
が
到
来
す
る
。
平
均
寿
命
は
、

男
女
と
も
世
界
一
の
座
に
あ
る
。

医
学
の
進
歩
や
国
民
だ
れ
も
が
自
由

園
二
千
三
百
万
円

１
Ｆ
日
本
人
一
人
当
た
り
の
生
涯
医
療
費

に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆
保
険
」

が
寄
与
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
｜
方
で

医
療
費
の
増
大
は
経
済
や
財
政
に
大
き

な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
一

人
の
国
民
が
生
涯
に
使
う
医
療
費
は
平

均
一
一
千
三
百
万
円
。
身

体
が
ま
だ
で
き
上
が
ら

な
い
乳
幼
児
期
を
含
む

十
歳
未
満
は
百
四
十
万

円
か
か
る
が
、
発
達
期

の
十
代
は
六
十
万
円
と

半
減
す
る
。
二
十
歳
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
。

節
目
は
七
十
歳
で
、
生

涯
医
療
費
が
ほ
ぼ
半
分

に
な
る
。
つ
ま
り
、
七

十
歳
を
超
え
て
か
ら
半

分
以
上
の
医
療
費
を
使
っ

て
い
る
の
だ
。

経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
問
題
は
七

世
界
人
口
は
二
○
七
○
年
ご
ろ
に
ピ
ー

ク
の
約
九
十
億
人
に
達
し
た
後
は
減
少

人
口
七
千
六
百
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
、
四
百
万
人
近
く
が
海
外
で
働
く
出

十
歳
以
上
の
一
人
当
た
り
医
療
費
が
、

そ
れ
以
下
の
年
代
の
約
五
倍
に
な
る
点

だ
。
米
国
で
は
三
・
五
倍
だ
が
、
英
、

仏
、
独
は
三
倍
前
後
。
日
本
の
高
齢
者

が
諸
外
国
に
比
べ
虚
弱
だ
と
医
学
的
に

解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
高

齢
者
医
療
費
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ
る

理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
（
金
）

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
｜
・
七
・
二
十

一｜｜）

四回酸四回
世
界
人
口
の
ピ
ー
ク
、
二
○
七
○
年

最
大
で
も
約
九
十
億
人

ｲｽﾗｴﾙへの

出稼ぎ､10年で

63倍にくうｲﾘﾋﾟﾝ〉

に
転
じ
、
一
二
○
○
年
に
は
約
八
十
四

億
人
に
ｌ
・
こ
ん
な
推
計
を
欧
米
の

稼
ぎ
大
国
だ
。
毎
日
、
二
千
人
以
上
の

労
働
者
が
海
を
渡
る
と
い
わ
れ
る
。
人

気
の
出
稼
ぎ
先
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や

台
湾
、
香
港
な
ど
。
男
性
は
船
員
や
建

設
作
業
員
、
女
性
は
圧
倒
的
に
メ
ー
ド

が
多
い
。
海
外
雇
用
庁
の
調
べ
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は

九
一
年
七
十
人
’
九
七
年
七
百
七
十
四

人
、
○
○
年
四
千
四
百
一
一
十
九
人
と
十

年
で
約
六
十
一
一
一
倍
に
な
っ
た
。

急
増
の
理
由
は
、
「
介
護
要
員
を
求
め

る
受
け
入
れ
側
と
、
『
介
護
』
と
い
う
専

門
的
な
仕
事
を
好
む
労
働
者
側
の
利
害

が
一
致
し
た
た
め
」
（
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の

仲
介
業
者
）
と
い
う
。
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
幼
い
時
か
ら
高
齢
者
や
病
人
に
親
切

に
す
る
よ
う
に
し
つ
け
る
。
介
護
は
我
々

に
向
い
て
い
る
仕
事
」
（
別
の
業
者
）
と

の
声
も
あ
る
。
（
マ
ニ
ラ
ー
郷
富
佐
子
）

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
〒
七
・
一
一
十

七
）
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研
究
者
が
ま
と
め
、
二
日
付
の
英
科
学

誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
す
る
。
国
連
の

世
界
人
口
推
計
で
は
一
二
○
○
年
は
約

九
十
五
億
人
と
い
う
見
通
し
。
今
回
の

推
計
で
は
約
十
一
億
人
少
な
く
な
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
際
応
用
シ
ス
テ

ム
解
析
研
究
所
や
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
二
○
○
○
年

を
出
発
点
に
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
分
析
し
た
。

特
徴
は
、
高
齢
化
と
南
半
球
で
の
増

加
だ
。
六
十
歳
以
上
は
現
在
の
約
一
○
％

世
界
の
人
口
は
一
一
○
七
○
年
に
約
九

十
億
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
は

減
少
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の
予
測
結

果
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
「
国
際
応
用
シ
ス
テ
ム
解
析
研
究
所
」

（
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
研
究
者
が
一
一
日
付
の

英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し
た
。

高
齢
化
は
地
域
を
問
わ
ず
世
界
的
に

進
行
し
、
最
も
高
齢
化
率
の
高
い
日
本

で
は
百
年
に
一
一
人
に
一
人
（
四
九
％
）

が
六
十
歳
以
上
に
な
る
と
し
て
い
る
。

函

一
二
○
○
年
、
日
本
の
半
分
Ⅱ
歳
超
？

オ
ー
ス
ト
リ
ア
研
究
者
予
測
世
界
人
ロ
、
一
一
○
七
○
年
卯
億

か
ら
五
十
年
に
約
一
一
二
％
、
一
一
一
○
○

年
に
は
約
三
四
％
に
。
地
域
別
で
は
、

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
が
現
在
の
約

六
億
人
か
ら
一
二
○
○
年
に
は
約
十
五

億
人
に
急
増
す
る
。

国
連
の
九
八
年
版
世
界
人
口
推
計
は
、

増
加
が
激
し
い
場
合
か
ら
減
少
す
る
場

合
ま
で
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
。
よ

く
使
わ
れ
る
中
庸
の
推
計
は
一
二
○
○

年
に
約
九
十
五
億
人
に
達
し
た
後
も
増

え
る
と
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
｜
・
八
・
二
）

同
研
究
所
の
ウ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ル
ッ

ッ
博
士
ら
は
世
界
を
十
三
の
地
域
に
分

け
、
確
率
論
的
手
法
を
用
い
て
計
二
千

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
一
二
○
○
年
ま
で
に
人
口
増

加
が
止
ま
る
確
率
は
八
五
％
。
二
○
七

○
年
の
ピ
ー
ク
後
、
一
二
○
○
年
に
は

約
八
十
四
億
人
に
減
る
と
い
う
。

同
博
士
ら
は
、
今
世
紀
半
ば
以
降
の

女
性
の
出
生
率
を
低
め
に
想
定
し
、
国

連
な
ど
の
予
測
よ
り
人
口
増
加
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

予
測
に
よ
る
と
、
各
地
の
人
口
は
中

国
で
一
一
○
二
五
’
五
○
年
、
イ
ン
ド
を

含
む
南
ア
ジ
ア
で
二
○
五
○
’
七
五
年
、

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
二
○
七

五
’
一
二
○
○
年
の
期
間
に
ピ
ー
ク
に

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
七
十

七
・
六
四
歳
、
女
性
が
八
十
四
・
六
二

歳
で
あ
る
こ
と
が
二
日
、
厚
生
労
働
省

が
ま
と
め
た
二
○
○
○
年
の
簡
易
生
命

表
で
分
か
っ
た
。
男
性
は
三
年
ぶ
り
、

女
性
は
二
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
り
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
他
の
国
と
の

比
較
で
は
、
女
性
は
十
六
年
連
続
で
肚

界
一
は
間
違
い
な
く
、
男
性
も
い
ま
の

と
こ
ろ
一
位
。
平
均
寿
命
の
〃
男
女
格

差
〃
は
六
・
九
八
歳
と
過
去
最
大
を
更

新
し
て
お
り
、
十
年
前
よ
り
一
歳
、
五

十
年
前
よ
り
約
三
・
五
歳
開
い
た
。
厚

労
省
は
「
今
後
も
寿
命
が
伸
び
て
い
く

長
期
的
な
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
」
と
予

測
し
て
い
る
。

簡
易
生
命
表
は
今
後
、
そ
の
年
の
死

雇邇

平
均
寿
命
、
再
び
延
び
最
高

厚
労
省
、
男
女
の
格
差
最
大

達
す
る
。

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
世
界
人
口

に
占
め
る
割
合
は
現
在
の
一
○
％
か
ら

二
○
五
○
年
に
は
二
一
一
％
、
一
二
○
○
年

に
は
一
一
一
四
％
に
増
加
す
る
と
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
｜
・
八
・
二
）

因
の
構
成
割
合
な
ど
死
亡
に
関
す
る
状

況
が
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
し
て
年
齢
ご

と
に
「
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
」
を

示
す
も
の
で
，
二
○
○
○
年
に
生
ま
れ

た
零
歳
児
の
平
均
余
命
が
平
均
寿
命
と

な
る
。

年
々
生
き
延
び
て
き
た
平
均
寿
命
は

一
九
九
八
年
、
不
況
に
よ
る
自
殺
急
増

な
ど
を
背
景
に
男
性
が
前
年
を
下
回
り
、

翌
九
九
年
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
で
肺
炎
に
よ
る
死
者
が
増
え
、
男

女
と
も
短
く
な
っ
た
。
二
○
○
○
年
は

自
殺
者
数
は
高
水
準
の
ま
ま
だ
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
大
き
な
流
行
が
な
か
っ

た
上
、
心
疾
患
の
死
亡
者
が
減
っ
た
こ

と
も
影
響
し
、
男
性
が
前
年
よ
り
○
・

五
四
歳
、
女
性
が
○
・
六
三
歳
延
び
た
。
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マ
ニ
ラ
へ
の
人
口
の
一
種
集
中
は
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
首
都
圏
人
口
千

万
人
の
う
ち
、
一
一
一
分
の
一
は
、
公
共
用

地
な
ど
に
勝
手
に
住
み
つ
く
不
法
居
住

者
。
二
○
○
五
年
に
は
人
口
が
さ
ら
に

百
万
人
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ア
ロ
ョ
大
統
領
は
七
月
下
旬
に
就
任

後
初
め
て
の
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、

死
因
で
み
る
と
、
男
女
と
も
零
歳
、

六
十
五
歳
、
八
十
歳
の
各
年
齢
で
「
が

ん
」
「
心
疾
患
」
「
脳
血
管
疾
患
」
の
三

大
死
因
で
亡
く
な
る
確
率
が
半
分
を
超

え
て
い
る
。
三
大
死
因
を
克
服
し
た
場

合
、
平
均
寿
命
は
男
性
で
八
・
七
二
歳
、

女
性
で
八
・
○
一
一
歳
延
び
、
男
性
は
八

十
歳
代
後
半
に
、
女
性
は
九
十
歳
代
に

手
が
届
く
計
算
に
な
る
。

平
均
寿
命
と
は
別
に
、
二
○
○
○
年

に
生
ま
れ
た
子
供
の
う
ち
、
半
数
の
人

四

マニラ、

人口過密進む
￣￣

｢アジアの風｣より

マ
ニ
ラ
の
過
密
問
題
に
言
及
し
た
。
二

○
○
六
年
ま
で
に
総
延
長
百
十
九
キ
・
の

都
市
鉄
道
五
本
を
敷
設
し
、
人
口
を
郊

外
に
分
散
さ
せ
る
と
公
約
し
て
い
る
。

た
だ
鉄
道
は
採
算
上
の
問
題
か
ら
建

設
資
金
の
確
保
が
難
し
い
。
し
か
も
政

府
職
員
が
通
勤
費
も
払
え
な
い
現
状
で

は
、
鉄
道
が
で
き
て
も
ど
れ
だ
け
の
人

が
郊
外
に
移
転
す
る
か
不
透
明
だ
。
富

裕
層
向
け
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々

と
完
成
す
る
一
方
、
低
所
得
の
庶
民
は

行
き
場
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
マ
ニ
ラ
Ⅱ
松
野
哲
朗
）

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
〒
八
・

一
ハ
） 八
’
九
九
年
の
最
新
デ
ー
タ
を
○
・

が
共
存
し
て
い
る
と
期
待
で
き

る
年
齢
は
男
性
は
八
十
・
六
六

歳
、
女
性
八
十
七
・
三
九
歳
だ
っ

た
。同
省
が
入
手
し
た
諸
外
国
の

平
均
寿
命
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る

と
、
女
性
は
一
一
位
の
ス
イ
ス
を

一
一
歳
以
上
引
き
離
し
、
十
六
年

連
続
の
世
界
一
は
確
実
。
男
性

は
一
一
位
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
九

－－－－－－－－ －
１
‐
１
－
１
１
０
１
４
０
０
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
１
－
－
６

だ
と
い
う
。

一
方
、
男
女
の
平

前
に
は
男
性
が
五
十

九
・
五
七
歳
、
女
性

が
六
十
一
一
・
九
七
歳

と
三
・
四
歳
の
差
だ
っ

た
が
、
二
○
○
○
年

は
前
年
よ
り
○
・
九

歳
広
が
り
、
六
・
九

八
歳
と
過
去
最
大
。

厚
労
省
は
、
全
体
で

見
る
と
感
染
症
、
交

通
事
故
な
ど
男
女
の

四
歳
上
回
る
が
、
同
国
で
は
人
口
が
約

二
十
七
万
人
と
少
な
く
、
わ
ず
か
な
死

者
数
の
変
化
が
平
均
寿
命
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
「
現
時
点
で
は
上
回
っ
て

い
て
も
、
一
一
○
○
○
年
同
士
で
比
べ
る

と
世
界
一
か
ど
う
か
は
微
妙
」
（
同
省
）

男
女
の
平
均
寿
命
は
五
十
年

55ＬＬ－
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差
な
く
発
生
す
る
死
因
が
減
る
中
で
、

性
別
に
よ
る
肉
体
的
な
生
命
力
、
長
生

き
す
る
力
の
差
が
出
や
す
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い
る
が
、
「
科

学
的
な
詳
し
い
原
因
は
分
か
ら
な
い
」

と
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
一
・
八
二
一
一
）

４１

各国の最新データによる
平均寿命の国際比較
(厚労省調べ､カッコ内は調査対象年、
アイスランドは2年間の平均）
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：
市
回
帰
」
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

東北などは曰減｛少、増 比
人
一
方
、
二
十
六
道
府
県
で
は
人
口
が

画。なお、都市集中
年
方
減
少
し
た
．
最
も
減
っ
た
の
は
北
海
道

前
別
で
七
千
五
百
十
八
人
で
、
秋
田
県
山

口
県
と
続
く
。
宮
城
県
を
除
く
東
北
地

民繩柵捌榊什叩纐一丁紳一楜赫蔀率“唖寺型冗橲軒麺叶鮴弘痙起州咋肺麩秤緬叶地棡鈍坊の全県で人口
十
八
万
四
千
八
百
五
人
で
一
年
前
に
人
口
の
増
加
数
、
増
加
率
と
も
、
六
八
熊
本
県
は
前
年
の
減
少
か
ら
今
年
は

比
べ
て
二
十
一
万
一
一
一
千
五
百
人
（
○
・
年
の
調
査
開
始
以
来
最
低
だ
っ
た
昨
年
増
加
に
転
じ
た
が
、
福
井
、
京
都
、
奈

埼玉県、愛知県と続く。良の一一一府県が逆に減少になった。
一
七
％
）
増
え
た
と
発
表
し
た
。
東
京
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
た
９

都
や
神
奈
川
県
な
ど
の
人
口
が
伸
び
る
都
道
府
県
別
で
は
、
人
口
が
増
え
た
年
齢
別
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
人

一
方
、
東
北
な
ど
で
は
人
口
が
減
っ
て
の
は
二
十
一
都
府
県
。
増
加
数
が
最
も
口
の
割
合
は
一
七
・
六
九
％
で
、
昨
年

お
り
、
都
市
部
へ
の
集
中
傾
向
が
改
め
大
き
い
の
は
東
京
都
で
、
神
奈
川
県
、
に
比
べ
○
・
六
二
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。

一
方
、
十
四
歳
以
下
の
割
合
は
一
四
．

こ
の
一
年
間
の
出
生
者
数
は
百
十
八
東
京
は
転
入
者
が
転
出
者
を
約
五
万
五
○
％
で
、
昨
年
に
比
べ
○
・
二
二
ポ

万
五
百
六
十
五
人
で
、
七
九
年
に
出
生
六
千
人
上
回
っ
た
。
増
加
率
も
○
・
六
イ
ン
ト
減
り
、
高
齢
者
と
若
年
層
の
人

や
死
亡
に
関
す
る
統
計
を
始
め
て
か
ら
四
％
で
前
年
（
○
・
五
四
％
）
よ
り
伸
口
の
差
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。

最
低
を
記
録
し
た
。
た
だ
、
死
亡
者
数
び
て
お
り
、
地
価
が
安
定
す
る
中
、
「
都
ま
た
、
一
世
帯
の
平
均
構
成
人
員
は

汕紗》關岬岬蝉幽岬鰹艸晒四ＭＭＭ咽嘔腱艸咄叫”皿叩唖皿皿蠅皿皿噸艸孵岼卿艸皿州心いい艸畷皿岬咄岬岬峰、、馴派エト
織辮Ⅷ蝋醐柵蝋纈鯛柵瓢岬繍町繍鵬卸嚇鰯臘俶淵蝋徽柵剛搬柵絆餌」
る
現
ｊ
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６
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４
６
３
３
６
９
８
５
３
０
４
ｌ
９
７
８
４
４
１
０
ｌ
５
１
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３
４
８
４
９
６
４
１
８
２
９
７
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９
５
１
２
５
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戸
ル
ッ
ー
ム
十
五
日
ｌ
ロ
イ
タ
ー
】

ス
ー
ダ
ン
の
バ
シ
ル
大
統
領
が
十
四
日
、

国
営
テ
レ
ビ
で
、
国
内
の
男
性
に
一
夫

多
妻
を
勧
め
、
現
在
約
三
千
万
人
の
同
国

の
人
口
を
倍
増
さ
せ
よ
う
呼
び
か
け
た
。

同
国
の
与
党
で
イ
ス
ラ
ム
政
党
の
国

民
会
議
に
向
け
た
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
述

べ
た
も
の
で
、
「
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
最
大

の
面
積
と
石
油
な
ど
の
豊
か
な
資
源
に

恵
ま
れ
た
ス
ー
ダ
ン
の
開
発
に
は
、
も
っ

と
多
数
の
人
的
資
源
が
必
要
だ
」
と
指

摘
。
一
夫
多
妻
に
反
対
す
る
国
際
社
会

の
流
れ
に
反
し
て
で
も
、
「
こ
の
目
標
を
、

た
く
さ
ん
の
妻
を
持
つ
こ
と
で
実
現
す

べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

バ
ジ
ル
政
権
は
国
の
イ
ス
ラ
ム
化
政

策
を
推
進
し
て
お
り
、
男
性
は
イ
ス
ラ

ム
法
に
基
づ
い
て
最
大
四
人
ま
で
の
妻

と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
一
・
八
・
十
六
）

四証

国民増めざし

一夫多妻奨励

スーダン大統領
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二ゆ－すふお－らむ

【
北
京
・
時
事
］
四
十
年
以
上
に
わ
た

り
都
市
と
農
村
を
隔
て
て
き
た
戸
籍
制

度
の
改
革
が
中
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

都
市
へ
の
移
住
の
容
認
に
踏
み
出
す
も

の
で
、
移
動
の
自
由
制
度
が
経
済
発
展

の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

大
量
の
余
剰
労
働
力
を
抱
え
て
都
市
と

の
格
差
が
広
が
る
農
村
問
題
が
背
景
に

ｉ
ｉ
１
山
１
口
Ｉ

【
ダ
ッ
カ
二
十
一
一
一
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ⅱ
時
事
］

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
が
二
十
一
一
一
日
発

表
し
た
人
口
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
総

人
口
は
こ
の
十
年
間
に
約
二
千
一
一
一
百
万

圏 西口

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ

の人口

日本を上回る

都市移住

を容認へ
－－－=－－－－－－

鰯発展と格差是正
めざし戸籍制度改革

あ
る
が
、
「
戸
籍
の
壁
」
が
崩
壊
す
れ
ば
、

中
国
社
会
に
抜
本
的
変
化
を
も
た
ら
し

そ
う
だ
。

国
家
発
展
計
画
委
員
会
は
八
月
半
ば
、

「
一
催
用
拡
大
の
た
め
労
働
力
の
移
動
制
限

を
今
後
五
年
で
撤
廃
す
る
」
と
発
表
。

十
月
一
日
か
ら
、
ま
ず
約
一
一
万
の
小
都

市
で
改
革
を
推
進
し
、
決
ま
っ
た
住
所

安
定
し
た
仕
事
、
合
法
的
収
入
を
持
つ

こ
と
を
条
件
に
、
農
村
部
か
ら
流
入
し

た
住
民
に
都
市
の
戸
籍
を
与
え
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

戸
籍
改
革
は
既
に
，
断
江
省
寧
波
市
、

安
徽
省
、
江
蘇
省
な
ど
で
始
ま
っ
て
お

り
、
河
北
省
の
省
都
・
石
家
荘
市
で
は

八
月
一
日
か
ら
転
入
を
ほ
ぼ
自
由
化
し

人
増
加
し
、
一
億
二
千
九
百
二
十
五
万

人
と
な
っ
た
。

一
九
九
一
年
の
前
回
調
査
時
の
総
人

口
は
一
億
六
百
三
十
一
万
人
だ
っ
た
。

最
新
の
調
査
は
今
年
初
め
に
行
わ
れ
た
。

◇

総
務
省
が
今
年
一
一
一
月
三
十
一
日
現
在

で
発
表
し
た
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く

日
本
の
総
人
口
は
一
億
二
千
六
百
二
十

八
万
四
千
八
百
五
人
。
（
こ
の
項
時
事
）

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
｜
・
八
・
二
十

四
）

加
年
の
労
働
者

ひ
と
り
当
た
り
の
年
間
労
働
時
間
を
国

際
比
較
し
た
。
二
四
七
四
時
間
の
韓
国

が
群
を
抜
い
て
一
位
。
一
一
○
九
二
時
間

の
東
欧
の
チ
ェ
コ
が
こ
れ
に
続
き
，
三

［
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

五
日
‐
Ⅱ
山
中
季
広
］

世
界
の
主
な
国
で

最
も
長
く
働
く
の

は
韓
国
の
人
た
ち

で
、
不
況
の
日
本

は
米
国
や
豪
州
よ

り
も
短
く
、
く
う
や

世
界
六
位
に
な
っ

た
。
国
際
労
働
機

関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
、

主
要
国
の
平
均
労

働
を
調
べ
米
祝

日
「
幹
窺
倒
の
日
」
（
三

日
）
に
あ
わ
せ
米

国
で
発
表
し
た
。

た
と
こ
ろ
、
一
一
週
間
で
三
千
人
以
上
が

申
請
に
殺
到
し
た
。

正函

不
況
日
本
の
働
き
バ
チ

米
よ
り
短
く
六
位

位
は
一
九
七
九
時
間
の
米
国
だ
っ
た
。

十
年
前
の
調
査
で
は
先
進
国
で
最
も

長
い
二
○
三
一
時
間
だ
っ
た
日
本
だ
が
、

今
回
は
ぐ
っ
と
短
い
一
八
四
二
時
間
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
｜
・
九
・
｜
｜
｜
）

－－

ILO調査
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メ
キ
シ
コ
豪
州
に
続
く
世
界
六
位
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
調
査
担
当
者
は
「
長
引
く
不

況
で
工
場
な
ど
の
繰
業
時
間
短
縮
が
進

ん
だ
結
果
」
と
見
て
い
る
。

先
進
各
国
の
労
働
時
間
が
軒
並
み
短

く
な
る
な
か
で
、
米
国
は
十
年
前
よ
り
年

間
平
均
三
十
六
時
間
も
延
び
た
。
最
近

の
世
論
調
査
で
も
、
米
国
民
の
二
一
一
％
が

「
土
日
も
仕
事
」
と
回
答
し
、
四
六
％
が

「
こ
の
ご
ろ
過
労
気
味
」
と
答
え
て
い
る
。

先
進
国
の
間
で
日
本
が
長
時
間
労
働

首
位
の
座
を
譲
っ
た
の
は
九
○
年
代
半

ば
。
そ
れ
で
も
「
働
き
バ
チ
」
の
印
象

は
な
お
強
い
よ
う
で
、
最
新
統
計
を
伝

え
る
米
テ
レ
ビ
は
「
仕
事
中
毒
の
ヘ
ビ
ー

級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
日
本
を
米
国

が
上
回
っ
た
」
な
ど
と
仰
々
し
く
報
道

し
て
い
る
。

統
計
の
詳
細
は
十
一
月
に
発
表
さ
れ

る
。（
朝
日
新
聞
二
○
○
｜
・
九
・
七
）

全
国
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
一
万

五
千
人
を
突
破
し
、
三
十
一
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
こ
と
が
十
一
日
、

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
全
国
高
齢
者

名
簿
（
長
寿
番
付
）
で
分
か
っ
た
。
十

九
世
紀
後
半
生
ま
れ
で
「
三
つ
目
の
世

紀
を
迎
え
た
人
」
も
一
万
六
十
七
人
と

一
万
人
を
超
え
て
い
た
。
調
査
を
開
始

し
た
一
九
六
一
一
一
年
（
百
五
十
一
一
一
人
）
か

ら
三
十
八
年
で
百
倍
を
超
す
な
ど
、
高

齢
社
会
の
進
展
ぶ
り
を
映
し
出
し
た
。

長
寿
番
付
は
九
月
一
一
一
十
日
ま
で

に
百
歳
以
上
に
な
る
人
を
同
月
一

日
現
在
で
集
計
。
総
数
は
昨
年
よ

り
二
千
四
百
三
十
九
人
増
え
て
一

万
五
千
四
百
七
十
五
人
で
、
う
ち

百
歳
が
六
千
六
百
九
十
三
人
。
男

女
別
で
は
女
性
が
一
万
二
千
九
百

三
十
四
人
で
八
三
・
五
％
を
占
め

た
。長
寿
日
本
一
は
今
月
十
六
日
に

百
十
四
歳
に
な
る
鹿
児
島
市
の
女

性
、
本
郷
か
ま
と
さ
ん
で
、
三
年

連
続
。
男
性
の
最
高
齢
は
福
岡
県

四
霧
掌
遷
獣
蕊
倍
Ⅸ

－－－

小
郡
市
に
住
む
百
十
二
歳
の
中
願
寺
雄

吉
さ
ん
で
二
年
連
続
。

人
口
十
万
人
当
た
り
の
百
歳
以
上
の

高
齢
者
は
九
州
、
四
国
、
中
国
地
方
の

比
率
が
多
く
、
西
高
東
低
の
傾
向
は
変

わ
ら
ず
、
全
国
平
均
は
十
二
・
一
九
人
。

都
道
府
県
別
で
は
、
沖
縄
が
三
十
四
・
六

七
人
で
都
道
府
県
別
に
調
査
を
始
め
て

以
来
、
十
二
年
連
続
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
｜
・
九
・

十
一
）
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ｌ
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
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「
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ

人
口
問
題
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
国
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
澪
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地

域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費
の
増

大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

！
…
ご
入
会
の
お
願

い

Ｉ

l鱸|鱸|蕊lilllli1li
一

ｌｂ雨G鐸几偶
＝ＦＴＷ Ｕ■●

■＆、

三摩。

＝
108

智

可

一日:ｕ ○ＵＨＵ陸

4５



2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDevelopmenI
inSoutheastAsianCoumnes

-India-

昭和58年度

1．中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPopulationandFamiIyPlanninginthe

People'sRepublico[china（英語版）
生育率和生活水平矢系中日合作凋査研究報告お

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告書
BasicSurvey(Ⅱ)onPopuIatjonandFamilyPlanninginthe

PeoplelsRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中、合作凋査研究扱告二僧
（中国語版）

昭和59年度
４．ネパール王国人ロ・家族計画基礎調査

ＢａｓｉｃＳⅢveyReporlonPopulationandFamilyPlanningin

theKingdomofNepal（英語版）

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一インド国一一

RePortonlheSurveyofRuralP〔)pulationandA忠mculmral
DevelopmentinAsianCountries

-lndia-（英語版）
５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告
一タイ画一

ReportonIheBasicSu][vwofPopulationandDevelopmeml
inSoulheaslAsianCountries

-Thailal1d-

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査
一データ編一

SurveyofUrbanization､LivingEnvironmentandWelfalein
Bangkok-DaIa-（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（ロ本語版）

UrbanizationandPopulalionmJapa、（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

Urbani塾siDallkependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

3．ロ本の人口転換と農村開発

DemographicTransiIioninJapanandRulalDevelopmen（
（英語版）

４．SurvevofFerlilityandLivingStandaIdsinChineSeRural
Arens-Data-AllthehouseholdsoftwovillagesinJilin

Pmvince麺veyedbyquestionnaires（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的潤査栂告
一対千古林省禰↑付近行全戸面談凋査的靖果一

一琉汁編＝（'１１国語版）

昭和61年度

Ｌアジア謝圃の農村人口と農業開発に関する調査鞭告響
一一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricultura］
DevelopmentinAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

5．スライド日本の農業、磯村開発と人口
_その軌跡一（日本語版）

Agricultuml＆RuralDevelopmemandPopuIationinJapan
（英語版）

日本衣止衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian，MasyarakatDesaDanKepe昨

dud此anDiJepang（インドネシア語版）
（以上４カ国版スライドは､ロ本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
一インドネシア国一

RepoHonIheBasicSurveyofPopulalionBndDevelopment
inSoulheastAsial1Countries

-Indonesia-（英語版）

3．在日留学生の学習と生活条件に関する研究
一人的能力開発の課題に即して－ 昭和60年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一タイ国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAg｢icultural
DevelopmenlinAsianCoumries

-Thailand-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborFbrceandDeveIopmentmJapan（英語版）

5．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-Economiclndicato鱈onPopulation
andDevelopmeHt（英語版）
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4７

Devel（)pnDentil1AsianCOunlries

－Nepa]－（英語版）

2．東南アジア諸国等人口

一中華人民共和国一

ReportonlheBa

．Ｂ}１発基礎調査報告懇

sicSurveyoflj〔)pulaIionaI1dDwel
inSoutheastA賎ianColInlries

一Ｃｈｉｎａ－ ‐（英語版）

３．アジア諸国か

－タイ国一

らの労働力流出に関す

４．ロ本の人口と家族
PＣ

【)pmenl

る調査研究報告i蝉

pulalionalIdIheFamilyinJaparl（英語版）

５．アジアの人口転換と開発 －総計集一

DemogmpI1icTmnsilionandDevelopnlenlinAsianCountr峰
－OvervicwandSla[isticalTables-

(英語版）

６．スライド

７．

日本の人｢Iと家族（Ｈ本語版）

FaImlyandPopulationinJapan
(英語版）

ｎ本的人【二J勺家庭（''１｢Iil語版）

－ASiallExl〕erience-

Penduduk＆KeluaIga上pang（インドネシア語版）

ペルー共和国人ｎ家族計画基礎調査

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と

－バングラデシュ国一
農業開発に|腱ｉする調査報告苔

ReportonlheSurvey〔)fRuralPopulalionandAgriculluraI
Development-Bangladesh-（英語版）

2．東南アジア諸国等人口

－ネパール国一

ReportonIheB

･開発濫礎洲査報街ｉｌド

asicSurvcVoIPopulalioI1i1ndDevel

inSoLI1heasIAsianCoulllries

－Nepal-（英語版）

3．アジア諸[１J力

opmelu1

勤らの労働力流出に関する調査報告書
－マレーシアl玉１－

４・日本の人口構造変lliljとljM苑

－廟齢化のアジア的視点一

SlruclumlChangemPopulationandDevelopmenl

－Japan,sExperienceinAging-（英語版）

５．スライド

高齢化社会への'二１本の挑戦

－生きがし､のある老後を目指して－（日本語版）
AginginJﾋﾟIpan-ChalIeng【ｊｓａｎｄＩ＞rospects-

6．スライド「1本の産業１４M発と人ロ

－その原動力・電気一（[１本｢活版）
IndustrialDevel（)plnentandPopulaIioninJapal］
－TheprimeMOver-EIeclricilv-

'二1本的芹11(没展勺人1二Ｉ
(英語版）

－其原劫カー曳気一（中１回語版）
PembaJ1gunanlndusnPidan kepGI1dudukandi

‐Per】ggCmkU1ama-TellgaListrik-
(インドネシア語版）

、ネパール王国人、

JepalBg

･家族計画第二次基礎調査
ComplemelltaryBasicSurvwR

FamilyPlalmingil〕【hｅｋ

昭和62年度

ep〔)ｒｔ〔)、ｌ〕opuhl[i(〕ｎａｌ１ｄ

ingdomoINepal

・アジア諸国の農村人口と農業開発に関す
－１１]華人氏共和lIil-

RepormI1theSulveyDfRumlPo
DevelＣｌ〕ｍｅｎｔｉｎＡｓｉａｎＣ(〕uI11ries

-Cllina-（英語賊）

東南アジア猪IEI等人、

－中華人民共ｷﾞⅡ国一

RepoIonIheBasic

る調査報告灘

pulalionaIIdAgrjcullur31

･開発基礎調査報併諜

SurveyofI>〔)pulationandDevel
il】Sou【heaslAsianCounlris

－Chinn-（英語版）

アジア禰国からの労働力流出

－フィリピン図一

１１本の人口と農業開発

opment

に側する調査研究報告響

PDpulatioI】ａｎ〔IAgricuI1uralDev

(英語版）

ネパールの人1-1.1脚発・環境
Population､Devel

(英語版）

スライ ｒ

elopmenIinJapan

oplllcnlandEnvirollmeI11il1Nepal

}｣本の人口移動と経済発展
TｈｅＭｉ

(｢1本譜版）

３｢atoryMovenlell1ar】dEcoJUDmicDevel
lalxIn（英語版）

､本的人口移汕与窪済友腰（中国語版）
)erpmdahanI七IldudukDanPe【keml〕ａ

epang（インドネシアiMl版）

､ルコ国人L1家族計画蕊礎調査

召和63年度

"ジア緒国の農村人「

‐ネパール国一

eporIollthe

ｏｐｍｅｌｌｔｌｎ

nganEkcnomiDi

Iと農業｢1W発に関するiilM森報告沓

rvev(〕fRuralPopulalionandAgTicul1uraｌ



(侭謡版）

辺人ii9ii鹸化社会的|]本正iHTIl岳挑銚一追求具生命意又
的老年生涯一（''１国語版）

TaI1IaIlglmMzlsy[Irak(llLanjulusiiIJepang

(インドネシア謡版）

（本作品は、1990年榊日本視聴覚識育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞,）

－フィリピン[Iil-

ReporIonthcBasicSurveyo(ＰopulatiunandDevelopmenl
mSoulheaglAsianCountries

-PhilippiY】es-（英語版）

３．アジア諾１，４からの労働力流出に問する調森研究報告ｉＩド
ー１]華人氏共和国一

6．アジア謝国の農業開発－５カ国の比較一

SlTal零cMeasures[orlheAgriculIuralDevelopmem
-ComparaliveS1mdjesonFivcAsiimCountries-(英語
版）

４．ロ本の地域開発と人11-1990年代の展望一
RegiolUalDevel(〕I〕mcI11andPopulmiollinJapan
-TIendsandPmspectsiluthel990s-（英語版）

５．スライド

１７本の地域|劉発と人、（ロ本譜版）

ReginalDeveloplnenlandPol〕uIationinJapan（英諾版）
｜｣本的区域〕｢友fI｣人'二１（中倒語版）

PermbanguI1anDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諾|｣１の農村人ロと腱業|;9発に関する報fIf蒋
一フィリピンIIil-

Reporl()nlheSuwevoIRuralPopuIatioIlandAgricullural
Devel()pmen（‐Philippilles-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborM1gratiDI1inAsia（英語版）
２．東南アジア譜同等人ロ・開発延礎調査報衙番
一バングラデシュ四一

ReporlonlheBasicSulveyolPopulatiolMmdDevelopm(mI
illSoulhemslAHianCountries

-Bangl3desh-（英語版）
平成４年度

1．アジア諸国の磯村人｢1と農業開整に１割する澗査級告さド
ーマレーシアⅢJ-

Repor1〔】ｎＩ１ｌｅＳｕｒｖｅｙ(〕IRuralPopulmioI1andA理icuItural
Developmenl-Malaysia-（英語版）

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報:ｉｆ懇
一インドネシア画一

４．ロ本の人｢１．|)H発・環境一アジアの経験一

POI〕uIatioIlPevclopmeI1IEu】dE11vimnmeI1linJapar1
-AsianExperience-（英語版）

2．東１判アジア訓1F1等人口・鮒；&雄礎調盗報併禅
一ベトナム国一

ReponontheBasicSurvevolPopulalionnndDevelopmeI11
inSoutheastAsianC()umries

‐ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）
５．スライド

’二１本の環境・人口．Ⅱ'１発（日本語版）
E11vilox1men(,PopulalioIlandD(welDpmenti】lJapmn（英
続版）

Ⅱ本的坏境・人口・）1:皮（中国語版）

LingkuIlgan，ＰＣndudukdanPembaI1gunanJepang（イン
ドネシア譜版）

（木作品は、1991年１１i日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸ＩＦ|からの労働力流出に関する洲査研究報ｆｌｒＴｌﾄﾞ
ｰｽﾘﾗﾝｶ副一

４．アジアの産業転換と人口

InduslrialTIffmsili〔)nandPopulHlliolliIlAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

Ｉﾘ]Ⅱに生きる－日本の産業転換と人11-（|]水iWl版）
LivingforTomorrow--IndustlialTmllsitionandPopuIHl-
１i(〕I1mJapfl,］－（英語版）

生活在明天一Ⅲ本IMji進嘆'1k憐換勾人口一（中国語版）
HidupUnlukHariEsok-IjeralihanSlluktullI1du&lri
DaI1PopulasiDiJepang-（インドネシアi;儲版）

６．アジアの人1-1都il7化一統j}雄一

ProsI〕eclsI〕[L7IbanizationinAgla（英誘版）

平成３年度

l・アジア猪剛の農村人'二1と膿葉開発に関する調査報告書
一スリランカ国一

RcportoIllheSurveyRumIPopulationandAgTicullural
DevcIopmeni-SriLanka-（英語版）平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業|)9発にＩＩＬける報告餅
一ベトートム国一

２．束１判アジア謝腫弊人口・開発基礎調査報告襟
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平成７年度 ReporIoI1thcSurv(9yofRuralPopulalic1IandAgriculluI･al
Dcvelol〕mellt-VielNam-（英譜版）

1．アジア摺国の発展段階別農業・農村開発蕪礎調査報｛１
群一パキスタン同一

ReporlonIlleBasicSurvey()nAgriculIuTalan〔IRumlDu
veloplnenlbyPmgressS1a雛illAsianCDuntries
--Pakistarl-（英語版）

ワ
ー■ 東南アジアi洲雪轆人[I・開発維礎調査報吉i呼
一スリランカ－

Rep(〕1丁(〕IllheBasicSurveyofPcpulati【〕I1andDevelopment
inSoulheastAsianCouJ1Irics

--Sl･iLaJlka-（英語版）
２．アジア諸国の都市化とＩ)'１躯雄礎鯛査報告71+：
－ネパール画一

RcpDItoIltheSuwevoiUrbanizationandD(Dvel〔)pmeI】ti11
AsianCOuntrjeH-Nepal｛英語版）

3・アジア潴国の人ｌＩＨ賃iM(開発と労働力に関する調査研究
報〈f｢iiドーフイリピン１劃一

4．アジアからの挑戦人１１とＩ)M発一

ChallcngeandSlrategyo「AsianNaliong

-I〕()pulaIiUllaI1dSuslainabIeDevelol〕ｍｅｎｌ－
（英締版）

3・アジア諸I1ilの人間資源開発と労働力に関する洲査研究
報{Ｕｆ非一インド国一

４．アジアにおける女性のエンバワーメン卜
ElnpowerlllentofWDInel】iIIAsia（英語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの桃iiif女,Ptの地位向｣三と「1本の人'二１－
（１１本iiIlf版）

Ｗ(〕InenaI](ItheirChaⅡenges-lnlprovemenIsinlllc
ＳｌａｌｕｓｏｆＷ()men1hePopula[jol】olJapan-
（英語版）

女性的挑[繊女性地位的捉Ii.}南｢1本的人1-1
（'i'国語版）

TanIan顔ｒｌＩ(auInWaIIilﾋﾟl-EmmusipasiWanila〔Ｉａｎ
Ｐ(〕pulasi上pang-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け‐女代たち（l｣本蒜版）

ABrigIllofGende「EquaIity-EnlpowemlenlDfWU〕nＩｅｎ
ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通往日弼之路一今H111ZilII女Ivl｛‐（'１．国蒜版）
HarpaJ1CerahbagiPc鴎amann-KauInWanilaAsian
MerambahJalall-（インドネシア招版）

平成８年度

平成６年度1．アジア諸国の発展段階別腱業・鰹村UM発坐礎調査報告
７１；－ラオス人氏民主共和Ii1-

ReportontheBasicSurvCyonAgTjculturalandRu｢aIDe‐
veI〔)pmUnIbyPIDgressSlageiIlAsianCounlrms

-LaoPeople1蘭Dell1ocralicRepLIblic-（英弼版）

1．アジア緒'１Jの発腿段剛拙U典業・腱村llH発蕊礎調査機(ｊｆ
ｊギーインドlJJ-

Reporlol】ll1eBasicSurveV【〕nAgriculluralandRlImllルー
velopnlenl1〕yProgmssSIagcinAsianCDunIries
lndia‐（英研版）ワ

ー● アジア諦国の都市化とljM苑調査報告鍔
一フィリピン1EI-

RcporrontheSurvey()lUrbanizaIi()nandDevel()I〕lllonlln
AsianO)uJ1tries-Pl】iIippines-（英羅版）

ワ
ー● アジア術|王|の郁市化と'１M発i洲査報i1fT喋一タイ画一

ReporlollllleSurvevofUrbanizaliolual2dDewloI〕ｍｅｌｌ１１ｍ
ＡｓｉａｎＣ【】ulllries‐Ｔｌ]ailaI1d【英語版）

３・アジア緒国の人l尚|資源附発と労働力にIlUする洲査研究
報告書一ラオス画一 ３・アジア諸国の人ｌｌｉｌ資源ＩｌＩ１苑と労ｌｌＷｊに鵬Iする洲査研究

報告ｉｌドーベトナム1'１－

J、２１世紀の人口・食Wif椛略アジアとｌｉＩ界
Ｉ〕〔〕pul【ltiollal1dF(〕(〕dSIralCgyIh「２１sにeIllury
-AsiaandWorld-（英誰版）

４．アジアの女州ﾐ労働ﾉJ参力Ⅱと総済発腰
-21111細の戦略

Ｗｔ)meI1osL(lb〔)rParticil〕ali(､､とlndEcon(〕lYlicl)welopmelUtiI1
AsiaS1ralegOm(jward21CelIurV（英語版）５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人1-11鋤Ⅱと食料一
ChalIengean〔lDecisiolllb「theYear2025

‐ＰＯＩ〕ulali(mll】clCascandFDodinAsia-（英語版）
向君2025年的央断一JI(洲的人11噸壁和樅食一
（中国語版）

TckadUnlukTahl｣n2025-PerIaIllbal】anPopulasidan

５．スライド・ビデオ

アジアの古女性たちはいま……（け本iilIf版）
Newlloriz()nｓ、)rth⑤WDIr1an()lＡｓｉａ（災藷版）
jilf洲佃女的新ﾉﾉﾉ程（'１１国ＩｉｉＩｉ版）

WanitaAsiaKi1li…･･･（インドネシア緬版）
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PangandiAsia-（インドネシア語版）
PeringatandariBLImi-MasaDepanAsia-AirdanPan-
gan-（インドネシア語版）

平成９年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業，農村開発基礎調査報告
書一ラオス人民民主共和国一

RepDnonlheBasicSurvevonAgTiculturalandRural
DevelopmenlbyProglEssStageinAsianCounmes
-LaoPeople1sDemocraticRepublic-

平成11年度

1．アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告番
一モンゴル国一中央県､セレンゲ県を中心として－

Rop⑪ｒｌｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｎＡｆ３ｒｉculturalfmdRural
DevelopmentbyProgressSlageinAsianCountries
-Mongolia-FocusollTovandSelengGAimang-

２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmentandHumanDevelopmen1inAsia
2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書
一中国一上海を111心に

Reporloll【ｂｅＳｕＷｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌｌｈｍＡｓｉａｎ
Ｃounlries-China-FocusonShan獣lai-

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告響一マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機
一アジア人、を焦点として－

WaterCrisishUlheTwemyFiIsICen【ury

-ProspeclofAsianPopulationandDevelopmenl-

3．アジア諸国の職業安定制度と雁用政策に関する調査研
究鰍告蒋一バングラデシュ人民共和画一

平成12年度
５．スライド・ビデオ

水は！ｋきている一人口と水資源一
WalerisAIive-PopulaIionandWaterResources--

（英語版）

水晶有生命的人口与水厩源一（中国語版）
AiriluHidup-PendukdanSumderAir－（インドネ
シア語版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発雅礎illM資報告
苫一ミャンマー連邦一

Repo前ontheBasicSurveyonAgricullumlandRuralDe-
velopmentbyProgressSlageinAsianCoumries
-Myal1mar-

２．アジア諸国のilji齢化と保健の実態調査報告蒜
一一タイ国一一

Report（)ntheSurveyoIAgingandHealthiI1Asian
Coun1ries-Thailand-

平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別膿業・農村開発基礎調査報告
１１ギーカンボジア国一

Rep()rIonlheBasicSurvcyonAgriculturalandRuralDe-
velopmellIbyProglEssSlageinAsianCountries
-Cambodia-

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研
究報告響一カンボジア国一

アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告需

一大韓民国一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａI1hinAsian
Countries-TheRepub]ｉｃｏｆＫｏ”ａ－

ワ
ニ｡●

３．アジア諸国の職奨安定制度と雇用政策に関する調査研
究報告醤一イラン同一

４．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConslraiI1sonDevel〔)pment-FocusonChinaandlndia-

５．スライド・ビデオ

地球からの瀞告一アジア．水と食料の未来一
AWarnin碁fromtheEarlh-TheFUluleofAsia・Water
andFood-（英語版）

来日地球的縛告一亜洲、水和糎食的未来一（I|]国
語版）
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５１

た ､人口と食糠安全係Iiiifに関するAFPPD（人、と|鵬
に関するアジア議員フォーラム） 特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グニン．
貝とマグサイサ

ティ・タン同

イ賞受賞者である著端な農業学者ボー
トン゛ズアン博士の共著論文の、本譜版の合本。１１１鼎
食料サミットに向けた資料として作成さｵした｡）

9.『国際食料安全保障・人

事録』1997年（和文）
(内容

ロ・開発議員会騒(lMPFSPD)灘

:食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット
(WFS)にあわせ、1996年１１月にスイス

開催された国際食料安全保障．
・ジュネーブで

人Iル開発擬貝会繊

(IMPFSPD)の譲り｢録｡伺会識の成果は,世界食料サミッ
ﾄで公式に配布され､またＷＴＯルジェー

も桜井新・会議議長から手渡された”

10．国運人口基金『

1１

）

ロ事務局良に

未来のための食料』1997年（和文）
(内容：国連人口装金lli版物ＦＯＣ
本藷版。

ｄｌｂｒｌｈｅＦｌＩｌｕｒｅのl］

人1ｺ増加の抑ｉＩｉＵと食料確保を行うために、
性の参加が不可欠であるこ

解きほぐしている｡）

女

とをさまざまな』↓休例から

、国連食糧農業機構(FAO)『リソー
食料サミ

ス・シリーズ４世界

ツト1996年世界食料安全保障のためのローマ
宣言および世界食料サミ ツト行動計画』､1997年(和文）
(内容：世界食料サミット

本邦初の露訳であり、
のローマ宣言と行動汁IⅢiの

多分野から同文if；の１J本翻｢沢の
決定版として高い評価を受けた｡）

12．「リソース・シリーズ５

際人口開発蟻員会識から

会議員会鑑宣言文

(内雰：カイ

FiveYearsfromlCPPD-国

5年一人口と開発に関する国
』1998年（和・英）

ロのlXl際人旧聞発会縦から５年に|を迎え，
この機会に人口と ljM苑に関､する１１４際磯貝会擬．
L』会議の宣言文を集成。

科とした｡）

13．『リソース･シリーズ６

1998年（和文）

地域識

今後の更なる発展のための資

PopulationPolicyinAsia』

(内容；当財団が主催する「

了国会,議員代表者会議」
人'三IとⅡM;§に関するアジ

でI呼びかけを行い、冬l薊の人
、政策を各個政府責任背もし <は専１１１家が記述した。

各ＩＴＩの政策に責任を持つ１画会議貝が閲
類例を見ない｡）

１４．『リソース・シリーズフ

かれる水資源一

(内容

炉してし､る点で、

欠乏の時代の政治学一引き製
』1998年（和文）

：ワールドウオッチ研究所か

Poslel箸、Ｗor]dwaIchPaperl32
ろ1二ｌｉ行されたＳａＩｌｄrａ

DividiI1gtheWaIersRF〔)o〔ISecurily,EcosystemHaIlIl1.2Ⅱ1〔l
lheNewPolilics〔)fScarciIyの邦訳｡今後人類社会に太き
な制約を与えるのが、 淡水腎源の不足である二 jiWf銃

ける人1Jを支えるための農業２１ﾐ鱗も崖た淡水資源の逼
迫によって大きく制約を受けると考えられてし､る・地

１．『国際人ロ開発会蝋行動計画要旨』
(内容：1994年カイ

動計画の要旨。

〕『

1995年（和文）

ﾛの国際人口開発会議(ICPD)の↑
同文毒関連のⅡ｣版物と してば本邦初く

国際人ロ開発蝋員会譲、識事録』1995年（和文）
(内容：1994年カイ ﾛで国際人口開発会議(ICPD)に孔

駆けて開催された国会議員会議である｢副際人口開発議
貝会議の識事録。同会議には117カ国約300名の国会議
貝が参力ＩIした｡会瀧宣言文はICPD総会でも発表された
また． この会議を契機としてアフリカ

'二1ﾋﾞl会雛員フォーラムが準備された｡）

・国運人ロ基金『世界人ロ

献一』1995年（和文）
(内容

・アラブ地域の

・開発援助の現状一日本の貢

:現在の人口分野に関する援助の現状と、
の流ｵLを分析．

『国際人ロ

年（和文）

｛

資金

我が１劃の人口分野への貢献も併救,）

･社会開発議員会露(ＩＭＰPSD)議事録』1996

(内容：１１上界社会

濯３月にデンマーク
苑サミット（WSSD)にあわせ､1995

｢1と社会MH苑に関す

黒田俊夫箸『

･コペンハーゲンで開催された人

る国会瀧貝会議議事録｡）

リソース・シリーズ１

年の軌跡一ブカ レストからカイロ

国連人ロ会議2０

へ－』､1996年(和文）

(内容：脚連主催の策一也l人口会議であるプカレスｋ
会離から1994年カイ ロの国際人口6M発会雛まですべて
の同辿主催の人口会議に参加し、

界的大家である箸者が、
人にI分野における世

その推移を概観し,分析した筐）

ToshioKuroda,ResourceSeries2wFromBucha
resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula-
tionConferences-m,１９９６（英文）
(内容：好評を(）

ズＩ」の英文版.）

『国際女性・人ロ

って迎えられた「 リソース・シリー

､開発議員会議』、国際女性・人ロ．
開発篭員会鍛(IMPGPD)認事録、
(内奪：第

ＩＩＬ９月

1996年（和文）

４回１１t界女馴性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５
に來求で開催された国際女性．

会議(IMPGP
人I上開発議員

､)の識1$:録・同会議には第４回世
篭に対する各政府代表を仮１１心
と.）

界女性会

とする国会議員が参加し

FAO／UNFPAおよびポートン．

ヨン箸．「リソース・シリーズ３

f料』、1997年（和文）

ズアン､ゲェン． テイ．

食料安全保障と人ロ：

(内容：阯界食料サミットへの準備として国連食料農
§機関(ＦAO1が|到述人口基金との共同研究された、「人
ijfW力ⅡとごI冒壌劣化一

)96年５ﾉﾘにマ
に関する論文の｢１本誘噸および、

レーシアのク アラルンプールで開かれ



球は水の惑星といわれるが飲料や興業用に安定して使
用できる水の総辻は地球｣主の水の０．０００００８％に過ぎな
い、この水の総ljkは、有史以来変わっておらず、人口
が贈加する分だけ、一一人当たり使用できる水の鷺吐はど
んどん減少しているのが現実だが、このことが－１．分に
認識されていない。人口噌力11を支えている地球のl混界
が旧のiiilに迫っていることに瀞告を発している｡）《日
本論版版擁取得）

識では､国際人ロ開発会議(ICPD)から５年を経て、そ
の進捗を妨げる砿書､ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など．
時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する｣二で必要
となる指標や障害を解消するための具体的行動などを
国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

人口と開発に関するアジア識員フォーラム第６回大会2000年
世界最初の人1」と開発に関する議員フォーラムである
｢人口と開発に関する議員フォーラムIAFPPD)が３年に
一度開催する大会の議平録。

AFPPDは1981年に議立されてからUl:界の指導的な人l」
と開発に関する地域議員括動として．アジアのみなら
ず，世界ンベルでも人口とl;9発に関する国会議員括動
の指熱的な役割を担っている。その提i1H者であり、６'１
投者の佐藤隊・元幾水大甑と、桜井新,灘瀧長の１１}身
地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告苫(日
本語版)。同大会でltlOOO年期殿後の大会として，２０ＵＯ
年期に向けたアジア・太平洋地域の人ｎ．'1'1発問題に
関する国会議員の活lli1j方針を協議し,その成果は「新
潟官言」にまとめられた。

１

15．国運人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）
（内容：国連人口蕪金lIl1仮物IEnvimnmeI111orPe()ple
の日本語版。人｢1Ⅱ}1題、環境問題、開発問題を効率的
かつ実画的に解決するためには、その３つの傾城の間
に架け橘を懸けⅡ:Ⅱ|則関係を重視することが必要であ
るとの祝｣1Xに立って、主に環境と人口のlHlに横たわる
嫌々なnlI題を例に、解決のために必要な視点、ノノ法、
手段を探っている｡）

16,リソース・シリーズ８Parliamentarians'ActMtieson
PcpulationandDevelopment-HistoryofParliamen-
tarianSActivitiesandit'sFindings‐1999年（英文、
－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開(縦さ
れた「１１１際人ロ開発会議評価のためのiI4会議員フォー
ラム(lFP1のために準備されたllj版物であるこのiil版
物はl9MfI三の国際人口開発会瀧以降の人L1と開発に関
するアジア識員フォーラムい｢PPD)を始めとし、アメ
リカ地域人｢1.'1M発国会瀧貝グループiIAPGIアフリ
カ,アラブ地域人口|淵発議11フォーラム(FAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言文と．各
議進の活』i1l山を総ぬた１１上界で初めての出版物である。
国会議員活動の地球規模での広がりをも象徴している。

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年
ＩＰＰＦ（国際家族計画連MH）が作成し/こ'IPPF／iwa｢aw，
reproductiveri獣lls2000'.ウォールチャートのⅡ本綴版。
世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツにWlI連
する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。
英語版ではアルファベット順になってｖ､たものを地域
別・あいうえお順に編集を加え、読者の便を腿ってい
る，また各国の[団名表記は外務省の表記に}Iti拠した
ＩＦ規糸称を用いている。

21．女性のエンバワーメントに向けて2000年
Ｕ､ＴＰＡのWorkingIoEmI〕(〕ｗｃｒＷ()men.[水PPAⅡｓＥｘＩ〕e‐
rienceiI11mplemenIingtheBeijillgPIa([mmolActiDnの、
本譜版。“女性のエンバワーメン卜"はl却際人l]ＩＩＢ繕会
議UCPD1行動iiI画において人口Iill題の解決を果たす上
での亜要なカギとなる概念として位iiT付けられた：ま
た、’|]国北京で'1N催された鱒４１m世界女側旦会瀧では中
心的な概念となった。露４回Ul:界女↑''二会議から５年を
踏まえ、人口，女性問題に共通する女性のエンパワー
メン卜を中心に､ICPD行1lilI計画ならびに女性会議の行
動綱領実施と関連するｕＷＰＡの活動をlL体的に紹介し
ている。

17．国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォーラム0FP）
報告聾1999年

1999年２ル､－グの国際フォーラムに合わせて開催さ
オした「圧|際人1-11)}1発会議評Iilliのための[lil会議貝フォー
ラム(lFlj)｣の報街i陣である｡同会議には103カ国からお
よそ210拍のl刺会議戯が参加した」同1会樅では国際人ｎ
冊|轄会i識から５年間の進捗状況とその巡腱を阻む障害
について熱心なiil雛が行われ、人｢Iと持続可能な開発
を一衝した視点で扱う蛎を強く求めた「国際人口ＩＭＩ発
会雛評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣肴」
が採択された『．このIjl存は会雛1F務総長を務ぬた桜Ｊ１：
新AFPPl)議長の手によって､ハーグの国際フォーラム
ならびに３）lにニューヨークでilH催された準備会議の
鍋でも獲斐された。

22．国連人口基金『人ロ問題ブリーフインゲキット2000年
度版』2001年

〔NFPA.'Inopul2llionlssuesBriefillgKit2000l]の識iりく"人
１１問題は“数,，の'1M週ではなく、北きて生活している
.､人埒,,の問題であるという視点から．現ｲ]{の人｢l分野
における様々な課題とその問題への取り組みを概観し
たもので、カイロの行､h計画実施の懲味を説1ﾘ1してい
る，

18．第２１回国運特別総会特別委員会報告轡「付録』
国連人口開発会繊行動計画のさらなる実施に向けた主
な行動1999年

1999年６'１３０，～７ｊ１２ｎにかけて、ニューヨークの
’'4述本部でｌｌ１１催された￣国|擬人'二'附綣会議から５ｲ'三評
イ,|iのための'121迎人｢I特別総会綴+Ｉ幕「」１三1本語版。IiTI会
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７
月
３
日
「
世
界
人
口
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
星
合
千
春
国
際
課

長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

７
月
６
日
厚
生
労
働
省
・
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の

職
業
安
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
ｌ
イ
ン
ド
国

の
Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
第
一
回
研
究
会
を
開
催
。

７
月
ｎ
日
厚
生
労
働
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢

化
と
保
健
の
実
態
調
査
」
第
一
回
研
究
会
を
開
催
。

７
月
⑬
日
農
林
水
産
省
委
託
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農
村
開

発
調
査
ｌ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
ｌ
」
第
一
回
研
究
会
を
開
催
。

７
月
妬
日
農
林
水
産
省
委
託
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農
村
開

一
発
調
査
ｌ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
ｌ
」
調
査
団
を
カ
ザ
フ
ス
タ

８
月
⑬
日
ン
国
に
派
遣
。
訪
問
先
》
ア
ル
マ
テ
イ
市
、
ア
ク
モ
ラ
州
、
ア

ス
タ
ナ
市
。
（
団
長
坤
石
田
紀
郎
、
ナ
ギ
ザ
ー
ナ
・
モ
ハ
マ
ド
、
和

田
卓
也
、
楠
本
修
）

８
月
５
Ⅱ
韓
国
国
会
議
員
団
が
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た
め
、
ミ
・
エ
・

～
９
口
チ
ュ
議
員
（
団
長
）
を
含
む
四
人
の
国
会
議
員
と
事
務
局
一
名

が
来
日
。
東
京
で
は
東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
や
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
な
ど
を
訪
問
。
ま
た
、
神
戸
へ
移
動

し
、
総
合
福
祉
施
設
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
を
視
察
。

８
月
ｎ
日
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
を
見
る
ｌ
コ
メ
・
農
業
・
国
際
協
力
Ｉ
」

開
催
準
備
の
た
め
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
群
馬
県
に
出
張
。

８
月
塑
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
開

～
泌
日
催
準
備
の
た
め
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
秋
田
県
に
出
張
。

８
月
釦
旧
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
を
見
る
ｌ
コ
メ
・
農
業
・
国
際
協
力
Ｉ
」

開
催
準
備
の
た
め
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
群
馬
県
に
出
張
。

９
月
５
日
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
フ
レ
ン
チ
首
席
副

所
長
を
招
き
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
地
球
規
模
問
題

部
会
及
び
国
際
協
力
部
会
の
合
同
部
会
を
開
催
。

９
月
９
日
厚
生
労
働
省
・
一
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の

～
泌
日
職
業
安
定
制
度
と
一
展
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
Ｉ
イ
ン
ド
国

の
Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
調
査
団
を
イ
ン
ド
国
に
派
遣
・

訪
問
先
化
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
パ
ン
ガ
ロ
ー
ル
、
チ
エ
ン
ナ
イ
。
（
団

長
叩
大
野
昭
彦
、
楠
本
修
）

９
月
ｎ
日
二
○
五
○
主
催
の
南
南
協
力
国
際
会
議
の
開
会
式
で
、
中
山
太

～
週
日
郎
・
理
事
長
／
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
が
挨
拶
。
加
藤
祐
子
・
国
際
課

長
が
出
席
。

９
月
皿
日
シ
フ
・
カ
レ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
へ
来
所
し
、

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
。

９
月
肥
日
厚
生
労
働
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
一
ア
ジ
ア
諸
国
の

～
犯
日
高
齢
化
と
保
健
の
実
態
」
調
査
団
を
マ
レ
ー
シ
ア
国
に
派
遣
。
（
団

長
駒
村
康
平
、
宮
越
雄
一
，
遠
藤
正
昭
）

９
月
畑
口
国
際
人
、
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
会
を
開
催
し
、
オ
ベ
イ
ド
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
と
ブ
リ
ユ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

と
懇
談
。

９
月
四
日
「
世
界
人
口
白
書
」
プ
レ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
広
瀬
次
雄
常
務

理
事
と
加
藤
祐
子
国
際
課
長
が
出
席
。

９
月
如
日
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
と
ブ
リ
ユ
ソ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
長
が
、
福
田
康
夫
官
房
長
官
を
表
敬
。
広
瀬
吹
雄
常

務
理
事
と
加
藤
祐
子
国
際
課
長
が
同
行
。

９
月
幻
日
ス
ク
ラ
ッ
グ
ズ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
広
報
・
渉
外
局
長
と
児
玉
治
美
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
職
員
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
オ
フ
ィ
サ
ー
が
来
所
し
、
広
瀬

次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
。

９
月
犯
日
キ
ル
ギ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｉ
Ｓ
地
域
セ
ミ
ナ
ー
に
谷
津
義
男

～
塑
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
出
席
。
開
会
式
で
挨
拶
。
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梨◇
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
近
く
「
二
○
○
一
年
の
世
界
人
口
白

書
」
で
人
口
と
環
境
の
複
雑
な
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
社
会
的
課
題
の

九
四
年
の
カ
イ
ロ
国
連
人
口
会
議
か
ら
人
口
問
題
と
い
え
ば
〃
リ
ブ
ロ

ダ
ク
ー
ア
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
〃
〃
ラ
イ
ッ
〃
を
金
料
玉
条
の
如
く
唱
え
て
き
た
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
、
よ
う
や
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
人
口
問
題
を
と

◇
世
界
人
口
は
途
上
国
の
人
口
増
加
が
下
降
気
味
と
は
い
え
な
お
衰
え
ず
、

一
一
十
世
紀
後
半
に
倍
増
し
て
六
十
一
億
人
と
な
っ
た
。
推
計
で
は
さ
ら
に

五
十
年
後
の
今
世
紀
半
ば
に
は
九
十
一
一
一
億
人
に
ふ
く
れ
上
が
る
。
人
口
爆

発
は
紛
れ
も
な
く
人
類
と
地
球
の
共
生
を
脅
か
す
大
問
題
で
あ
る
。

環
境
を
破
壊
し
、
食
料
や
水
不
足
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
乱
費
、
人

類
滅
亡
の
業
病
と
さ
え
い
わ
れ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
エ
イ
ズ
の
蔓
延
等
の
厄
介
な

難
問
を
招
く
。
人
口
激
増
は
人
類
受
難
の
元
凶
と
も
い
え
る
。

◇
し
か
し
、
こ
こ
で
さ
ら
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
世
界
人

口
の
一
一
割
と
い
わ
れ
る
、
人
口
転
換
を
達
成
し
た
先
進
国
が
、
地
球
環
境

の
最
悪
の
破
壊
者
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
だ
。

あ
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
環
境
面
積
要
求
量
）
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
を
続
け
れ
ば
、
い
ま
地
球

で
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
人
口
は
六
億
人
と
い
う
。
十
個
分
の
地
球
が
な

－
国
だ
け
の
繁
栄
主
義
、
経
済
至
上
主
義
、
無
反
省
な
浪
費
に
走
る
エ

ゴ
が
、
い
か
に
人
類
を
苦
し
め
、
地
球
の
将
来
に
致
命
的
な
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
。
こ
の
現
実
を
直
視
し
、
先
進
国
は
英
知
に
よ
る
平
和

表紙の写真説明

カラオケに興じたり、短い夏の恵みを楽し
アルマティの町のロシア正教会 んでいる。

ソ連邦崩壊後独立したCIS諸国は現在経済
カザフスタン・アルマティの町はヨーロッ
パの町のように美しい。トローリーバスが体制の移行に伴う困難を強いられている。
走り、天山山脈の支脈の麓に広がる町並み体制移行はシステムの移行だけに留まらず、
は湧水に恵まれ、緑豊かな町である。人々の考え方を代えることを求める。資源
そのアルマティの町に独ソ戦のレニングに恵まれたこの国がこの困難にどう対応す
ラードの戦いで死亡した兵士を祀る祈念公るのか。厳しい対応を迫られている。
園があり、その中にロシア正教教会がある。
夏の間は夜１０時ぐらいまで明るく、人々
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こ
の
お
茶
、
自
然
。

窪
容
器
の
散
乱
防
止
’
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

蕪
香
料
。
無
調
味
一
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